
　

制度を活用した支援体制のイメージ

進
の
ほ
か
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
時
要
援

護
者
が
地
域
に
よ
っ
て
見
守
ら
れ
、
災

害
時
に
は
安
否
の
確
認
、災
害
（
避
難
）

情
報
の
伝
達
お
よ
び
避
難
場
所
へ
の
誘

導
な
ど
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
瀬
戸
内
市
災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
は
、
こ

の
計
画
に
基
づ
い
た
、
人
的
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
の
取
り
組
み

の
一
つ
で
す
。　

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
と
は

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
災
害
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
災
害
時
要
援

護
者
に
対
し
て
、
救
助
活
動
や
安
否
確

認
、
避
難
場
所
へ
の
誘
導
、
災
害
（
避

難
）
情
報
の
伝
達
や
避
難
所
で
の
支
援

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
と
は
、

災
害
時
要
援
護
者
の
台
帳
（
災
害
時
た

す
け
あ
い
台
帳
）
を
事
前
に
作
成
し
、

支
援
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。

　

登
録
し
た
情
報
は
、市
役
所
（
福
祉
・

防
災
・
消
防
）、
社
会
福
祉
協
議
会
、

自
主
防
災
組
織
（
自
治
会
）、
民
生
委

員
児
童
委
員
、避
難
支
援
者
が
共
有
し
、

　

近
年
多
発
す
る
台
風
や
大
雨
な
ど

は
、
今
ま
で
の
予
想
を
超
え
る
大
き
さ

や
強
さ
で
た
く
さ
ん
の
被
害
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
人
が
被
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
そ
の
割
合
は
被
災
者
全
体
の
約
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
各
地
を
襲
う
台
風
や
大

雨
、高
潮
災
害
な
ど
の
風
水
害
の
ほ
か
、

津
波
な
ど
市
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
と
予
想
さ
れ
る
「
東
南
海
・
南
海

地
震
」
の
今
世
紀
前
半
で
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
市
や
警
察
な
ど
の
行
政

に
よ
る
公
的
支
援
（
公
助
）
の
体
制
が

整
う
ま
で
に
一
定
の
時
間
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
災
害
発
生
初
期
に

お
け
る
迅
速
な
避
難
行
動
の
支
援
や
安

否
確
認
は
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
な

ど
を
中
核
と
し
た
「
共
助
」
に
よ
る
助

け
合
い
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
や

災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
人
で
支
援
が
必
要
な
人
（
災

害
時
要
援
護
者
）
に
配
慮
し
た
福
祉
避

難
所
の
整
備
な
ど
公
的
な
支
援
活
動
推

支
援
に
役
立
て
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
、
各
機
関
・
団
体
な
ど

　

に
お
い
て
適
正
に
管
理
し
、
登
録
し

　

た
人
の
安
否
の
確
認
お
よ
び
避
難
訓

　

練
を
含
め
た
災
害
時
の
避
難
支
援
以

　

外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

災
害
時
要
援
護
者
と
は

　

災
害
時
要
援
護
者
と
し
て
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
家
族
な
ど

の
支
援
だ
け
で
は
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
家
族
な
ど
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
在
宅
の
人

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で

す
。こ
の
機
会
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

　

お
よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人

　

・
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
（
身
体
障
害

　

者
手
帳
１
・
２
級
を
所
持
し
て
い
る

　

人
）

　

・
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
（
精
神
障
害

　

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
持
し
て

　

い
る
人
）

　

・
知
的
障
害
の
あ
る
人
（
療
育
手
帳
Ａ

　

を
所
持
し
て
い
る
人
）

　

・
介
護
保
険
に
お
け
る
要
介
護
度
３
以

　

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

　

・
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

　

・
そ
の
他
支
援
を
必
要
と
す
る
人
（
昼

　

間
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
）

避
難
支
援
者
と
は

　　

避
難
支
援
者
と
は
、
災
害
時
要
援
護

者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
隣
近
所
を
は

じ
め
と
し
た
地
域
の
人
や
組
織
を
い
い

ま
す
。

　

平
常
時
に
は
、
日
ご
ろ
の
見
守
り
を

通
し
て
、
担
当
す
る
災
害
時
要
援
護
者

と
の
良
好
な
関
係
を
つ
く
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
担
当
す
る
要
援
護
者

の
安
否
の
確
認
、
災
害
（
避
難
）
情
報

の
伝
達
、
避
難
場
所
へ
の
誘
導
な
ど
の

避
難
支
援
を
行
い
ま
す
。

　　

た
だ
し
、
災
害
の
規
模
な
ど
に
よ
っ

て
は
避
難
支
援
者
本
人
や
家
族
の
安
全

確
保
を
行
う
の
が
精
一
杯
で
、
災
害
時

要
援
護
者
の
支
援
が
で
き
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
制
度
は
、
支
援
を
確
実
に
約
束
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
支
援

で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
避
難
支
援

者
の
責
任
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
決
し

て
あ
り
ま
せ
ん
。
支
援
は
あ
く
ま
で
、

避
難
支
援
者
の
善
意
に
よ
っ
て
成
り
立

つ
も
の
で
す
。

登
録
に
は
申
請
が
必
要

　

災
害
時
要
援
護
者
と
し
て
登
録
す
る

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。「
災
害
時
た

す
け
あ
い
台
帳
登
録
申
請
書
」
に
申
請

者
の
住
所
、
氏
名
、
緊
急
連
絡
先
の
ほ

か
、
避
難
支
援
者
の
住
所
、
氏
名
等
を

記
入
の
上
、
平
成
23
年
８
月
末
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、申
請
は
、

９
月
以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
避
難
支
援
者
へ
の
依
頼
は
、
申
請
者

　

本
人
が
行
い
、
必
ず
登
録
の
承
諾
を

　

得
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
提
出
す
る
窓
口
で
配
布

　

し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

■
申
請
書
提
出
先

　

福
祉
課
、
い
き
い
き
長
寿
課
、
保
健

　

福
祉
部
邑
久
分
室
、
牛
窓
支
所
、
裳

　

掛
出
張
所

登
録
を
希
望
す
る
人
へ
の
お
願
い

〜
自
助
の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　

災
害
発
生
時
に
は
、
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
「
自
助
」
に
よ
る
行
動
が
最

も
重
要
で
す
。
支
援
を
希
望
す
る
人
自

身
も
、
自
宅
の
家
具
の
固
定
や
非
常
持

出
品
の
準
備
な
ど
で
き
る
限
り
の
防
災

対
策
を
は
じ
め
、
普
段
か
ら
地
域
の
人

と
の
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
で
良
好
な
関
係
を
作
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

〜
避
難
支
援
者
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
〜

　　

本
制
度
は
、
市
の
行
う
支
援
活
動
に

役
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
要
援

護
者
を
地
域
で
見
守
り
、
災
害
時
に
は

避
難
支
援
者
が
一
緒
に
避
難
す
る
と

い
っ
た
「
共
助
」
に
よ
る
地
域
活
動
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

災
害
発
生
時
、
一
緒
に
避
難
し
て
く

れ
る
人
や
、
日
常
生
活
で
声
を
を
か
け

て
く
れ
る
人
の
存
在
が
、
災
害
時
要
援

護
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
安
心
と
な
り

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
支
援
計
画
お
よ
び
登
録
制
度
に
つ
い
て

　

地
域
安
全
推
進
室　
　
　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

　

・
登
録
制
度
お
よ
び
高
齢
者
の
登
録
手

　

続
き
に
つ
い
て

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

　

・
登
録
制
度
お
よ
び
障
害
の
あ
る
人
の

　

登
録
手
続
き
に
つ
い
て

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

地域で支援する仕組みづくり

　　　～災害時たすけあい台帳に登録を～



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
９
月
定
例
会

（
９
月
１
日
～
24
日
）

  A
d

m
in

istrative
  R

e
p

o
rt

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

･
･
･
･
･
･
･
･
･

◆
平
成
23
年
６
月
定
例
議
会

（
6
月
1
日
～
6
月
27
日
）

や
そ
の
家
族
の
気
持
ち
を
第
一
に

考
え
た
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
の
行

動
に
つ
い
て
は
、
防
災
体
制
の
再

構
築
、
危
機
管
理
の
見
直
し
な
ど

の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
役
割

は
、
市
を
取
り
巻
く
状
況
を
過
不

足
な
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
正
確
に

伝
え
、
貧
弱
な
危
機
意
識
と
過
剰

な
危
機
意
識
の
両
方
を
防
ぐ
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

大
震
災
を
教
訓
と
し
な
が
ら
正

し
く
将
来
を
見
極
め
、
な
す
べ
き

こ
と
を
な
し
、
目
の
前
に
起
こ
る

こ
と
に
対
し
冷
静
か
つ
迅
速
に
対

応
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　　
「
新
病
院
建
設
構
想
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
建
設

候
補
地
に
つ
い
て
、
基
本
構
想
を

受
け
て
着
手
す
る
基
本
計
画
の
中

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
検
討
し
、

最
適
な
候
補
地
を
選
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
新
図
書
館
整
備
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
当
初

予
定
よ
り
少
し
遅
れ
ま
し
た
が
、

基
本
構
想
を
ま
と
め
る
段
階
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
４

月
以
降
、バ
ス
事
業
者
、タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
牛
窓
地
域
の
人
と
の
グ

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

公
共
交
通
会
議
の
設
置
に
向
け
て

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

方
向
と
し
て
は
、
牛
窓
地
域
を

対
象
と
し
て
、
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
内

援
金
は
約
１
６
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
と
し
て
の
今
後
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
は
、
被
災
地
支
援
に

行
っ
た
職
員
の
意
見
を
参
考
に
、

緊
急
配
備
職
員
の
指
定
や
備
蓄
計

画
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
に
実
施
を
予
定
し

て
い
る
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
津

波
を
想
定
し
た
訓
練
を
計
画
す
る

と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

や
自
治
会
単
位
で
の
浸
水
を
想
定

し
た
図
上
防
災
訓
練
な
ど
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

２
つ
の
倫
理
条
例
の
制
定

　

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
病

院
事
業
管
理
者
が
、
市
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
自
ら
守
る
べ
き
政

治
倫
理
の
基
準
を
定
め
、
市
政
に

対
す
る
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
と

と
も
に
、
市
民
の
市
政
に
対
す
る

正
し
い
認
識
と
自
覚
を
促
し
、
開

か
れ
た
民
主
的
な
市
政
の
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
、
瀬
戸
内
市
長
等

倫
理
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
市
職
員
は
、
常
に
市
民
の
信

頼
を
得
な
が
ら
職
務
遂
行
に
あ
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
倫
理
の
保

持
を
通
じ
て
職
務
執
行
の
公
正
さ

に
対
す
る
市
民
の
疑
惑
や
不
審
を

招
く
こ
と
な
く
行
動
し
、
公
務
に

対
す
る
市
民
の
信
頼
確
保
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
瀬
戸
内
市

職
員
倫
理
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

定
住
化
の
促
進

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
定
住
人

口
の
増
加
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
市
有
分
譲
宅
地

の
販
売
を
促
進
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
オ
リ
ー
ブ
団
地
牛

窓
10
区
画
、
東
町
ひ
ま
わ
り
団
地

２
区
画
、
牛
窓
西
浜
団
地
３
区
画

の
合
計
15
区
画
を
販
売
し
ま
し

た
。（
販
売
計
画
数
12
区
画
、
達

成
率
１
２
５
％
）

　

本
年
度
の
販
売
計
画
数
は
19
区

画
で
す
が
、
５
月
ま
で
に
既
に
５

区
画
を
販
売
し
、
現
在
も
商
談
中

の
も
の
が
３
区
画
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
購
買
気
運
が
高

ま
っ
て
い
る
時
期
を
逸
し
な
い
よ

う
に
、
販
売
促
進
体
制
の
強
化
を

図
る
た
め
、
先
日
公
募
に
よ
り
新

た
に
販
売
促
進
員
１
名
を
緊
急
雇

　
は
じ
め
に

　　

先
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多

く
の
犠
牲
に
な
っ
た
人
、
被
災
し

た
人
、
そ
の
他
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電

所
に
お
け
る
事
故
も
い
ま
だ
収
束

の
方
向
性
が
見
え
に
く
い
中
、
事

態
の
推
移
を
案
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
で
、
市
と
し
て
将

来
を
ど
の
よ
う
に
見
通
し
、
い
か

に
行
動
し
て
い
く
べ
き
か
が
重
要

で
す
。

　

そ
の
行
動
に
は
被
災
地
、
被
災

者
へ
の
支
援
と
市
民
の
皆
さ
ん
の

安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

被
災
地
、
被
災
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
被
災
地
へ
の
職
員
派

遣
や
義
援
金
、
支
援
物
資
の
送
付

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
被
災
者

健
康
づ
く
り
推
進
課
の
保
健
師
を

岩
手
県
大
船
渡
市
へ
派
遣
し
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心
に
健
康
相

談
を
行
っ
て
お
り
、
５
月
末
か
ら

第
３
陣
と
な
る
保
健
師
１
名
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
に
遭
っ
た
人
が
市
内
に
数

名
避
難
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
か
ら
の
義
援
金
は
、
５
月

13
日
現
在
、
市
で
の
受
付
金
額
は

約
５
０
７
万
円
、
職
員
に
よ
る
義

の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
継
続

的
に
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
と

市
の
防
災
体
制

　　

東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
は
、

地
震
発
生
の
翌
日
３
月
12
日
に
消

防
本
部
か
ら
第
１
陣
５
名
が
出
発

し
、
宮
城
県
多
賀
城
市
で
被
災
者

の
捜
索
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
後
消
防
本
部
に
お
い
て
は
第
２

陣
ま
で
出
動
し
ま
し
た
。

　

上
水
道
に
お
い
て
も
、
３
月
13

日
に
第
１
陣
が
出
発
し
、
宮
城
県

川
崎
町
で
断
水
地
域
で
の
給
水
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
第
２
陣
ま
で

出
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
関
係
で
は
、
３

月
末
に
宮
城
県
山
元
町
で
下
水
管

路
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
避
難
所
な
ど
に
お
け

る
被
災
者
の
健
康
管
理
の
た
め
、

用
創
出
事
業
を
活
用
し
て
増
員
し

ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
改
訂

　　

平
成
18
年
３
月
に
瀬
戸
内
市
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
、
５
カ

年
計
画
と
し
て
策
定
し
て
い
ま

す
。５
カ
年
が
経
過
し
た
本
年
度
、

市
民
意
識
調
査
な
ど
を
実
施
し
、

市
民
目
線
に
立
っ
た
基
本
計
画
の

改
訂
作
業
を
行
い
、
瀬
戸
内
市
男

女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
へ
諮
問

し
改
訂
版
を
策
定
し
ま
す
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
の
推
進

　　

４
月
１
日
か
ら
「
総
合
政
策
部 

錦
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
」
を

新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

跡
地
と
と
も
に
市
が
引
き
継
い

だ
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
適

正
廃
止
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か

ら
、
瀬
戸
内
市
建
設
発
生
土
処
分

場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
公
共
工

事
に
よ
り
発
生
し
た
残
土
を
活
用

し
、
覆
土
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

最
終
処
分
場
の
適
正
廃
止
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
議
会
代
表
、
周
辺
住
民
、
漁

業
関
係
者
、
農
業
関
係
者
お
よ
び

専
門
家
を
交
え
た
「
錦
海
塩
田
跡

地
活
用
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

大
学
と
の
包
括
連
携
協
定

　

岡
山
商
科
大
学
と
の
間
で
包
括

連
携
協
定
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
協
定
締
結
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
行
政
は
行
政
経
営

品
質
の
向
上
と
同
時
に
、
地
場
産

業
の
活
性
化
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
大
学
は
、
持
っ
て
い
る

知
的
財
産
を
活
用
す
る
場
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
に
よ
り
、
両
者
が
連
携
し
包

括
的
に
相
互
に
活
用
で
き
る
場
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ご
み
30
％
減
量
作
戦

　

３
年
間
で
30
％
の
減
量
を
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
る
、「
ご
み
減

量
作
戦
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
１
年
目
で
あ
っ
た
昨
年
度
末

に
お
け
る
１
人
１
日
当
た
り
の
ご

み
の
減
量
率
は
６・５
％
で
し
た
。

な
お
、本
年
度
４
月
に
お
い
て
は
、

９・
１
％
で
す
。

　

ざ
つ
紙
な
ど
の
古
紙
回
収
を
徹

底
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
を

計
画
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
説

明
会
を
市
内
全
域
で
順
次
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
子
育
て
創
生
事
業

　　

昨
年
度
ま
で
と
さ
れ
て
い
た

「
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
交

付
金
（
安
心
こ
ど
も
基
金
）」
が

１
年
間
延
長
さ
れ
、
本
年
度
ま
で

と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市

で
は
、
こ
の
基
金
に
よ
る
「
地
域

子
育
て
創
生
事
業
」
な
ど
を
活
用

被災地で給水活動を行う市職員

活用が検討される錦海塩田跡地



し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や

か
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、「
子

育
て
応
援
ま
ち
づ
く
り
・
多
世
代

間
交
流
推
進
事
業
」「
児
童
虐
待

防
止
対
策
緊
急
強
化
事
業
」「
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
環
境
改
善
事

業
」「
食
育
推
進
事
業
」「
健
康
増

進
支
援
事
業
」
の
５
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
の
受
検
促
進

　

市
で
、
平
成
20
年
に
亡
く
な
っ

た
人
の
28
・
２
％
は
が
ん
な
ど
の

悪
性
新
生
物
が
原
因
で
あ
り
、
県

平
均
の
27
・
０
％
と
比
較
し
て
、

そ
の
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
に
対
す
る
最
も
有
効
な
対

策
の
一
つ
は
早
期
発
見
で
あ
り
、

ま
た
早
期
発
見
に
よ
る
早
期
治
療

で
す
。

　

が
ん
検
診
受
検
率
向
上
の
一
環

と
し
て
、
基
準
年
齢
に
達
し
た
市

民
全
員
に
大
腸
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
な
ど
を
送
付
し
、
検
診

の
受
検
を
奨
励
す
る
こ
と
に
よ

り
、
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
促
す
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
40
歳
か
ら
５
歳

刻
み
で
60
歳
ま
で
の
市
民
に
対
し

て
大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
な
ど
を
送
付
し
、
検
診
の
受
検

を
奨
励
し
ま
す
。

　

肝
炎
に
つ
い
て
も
大
腸
が
ん
検

診
と
同
様
に
、
40
歳
か
ら
５
歳
刻

み
で
70
歳
ま
で
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
の
未
受
検
の
人
に
対
し
て
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
を
勧

め
る
個
別
通
知
を
行
い
、
一
層
の

受
検
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
受

検
促
進
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
ク
ー

ポ
ン
券
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
の
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
大
腸

が
ん
や
肝
炎
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
促
進
し
ま
す
。

公
営
住
宅
等
の
長
寿
命
化
計
画

　

昨
年
度
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
期
間
は
、
平
成
23
年
度

〜
平
成
32
年
度
の
10
カ
年
で
、
国

の
指
針
に
基
づ
い
て
現
地
調
査
な

ど
を
実
施
し
、
各
団
地
別
の
判
定

結
果
に
基
づ
い
て
、
維
持
管
理
、

用
途
廃
止
、
建
て
替
え
な
ど
の
仕

分
け
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
地

の
建
て
替
え
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ

び
維
持
管
理
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

　

建
て
替
え
が
必
要
と
判
定
さ
れ

た
団
地
は
、
邑
久
地
域
の
福
山
団

地
、
福
元
団
地
、
山
田
庄
団
地
、

長
船
地
域
の
福
里
西
村
団
地
Ⅰ
・

Ⅱ
・
Ⅲ
、
井
尻
団
地
、
東
須
恵
団

地
、東
須
恵
団
地
Ⅱ
、美
和
団
地
、

飯
井
団
地
、
西
村
団
地
で
す
。
こ

れ
ら
の
団
地
に
つ
い
て
は
、
年
次

計
画
を
立
て
、
入
居
者
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
平
成
25
年
度
以
降
に

順
次
建
て
替
え
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
個
別
の
改
善
が
必
要
と

判
定
さ
れ
た
団
地
は
、
長
船
地
域

の
飯
井
団
地
Ⅱ
お
よ
び
牛
窓
地
域

の
津
行
団
地
、
中
村
団
地
、
東
町

団
地
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
団
地
に

つ
い
て
は
、
ス
ト
ッ
ク
改
善
事
業

に
よ
り
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

上
水
道
事
業

　

建
設
改
良
事
業
の
う
ち
、
邑
久

町
尾
張
地
内
の
石
綿
管
布
設
替
工

事
、
下
笠
加
・
虫
明
地
内
の
配
水

管
布
設
工
事
、
長
船
町
土
師
地
内

の
送
水
管
布
設
工
事
お
よ
び
上
笠

加
地
内
の
邑
久
・
長
船
連
絡
管
布

設
工
事
に
つ
い
て
は
、
設
計
業
務

を
発
注
し
て
お
り
、
完
了
後
、
順

次
工
事
を
発
注
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
の
管
渠
工

事
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事
の

設
計
業
務
に
つ
い
て
は
、
牛
窓
処

理
区
の
長
浜
、
国
塩
地
内
、
長
船

中
央
処
理
区
の
服
部
、
丸
山
北
地

内
や
土
師
、
高
橋
地
内
の
各
工
区

の
発
注
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

福
山
浄
水
場
の
管
理
棟
お
よ
び

ろ
過
池
の
耐
震
補
強
工
事
の
発
注

に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　

長
船
中
央
処
理
区
で
は
、
福
岡

住
宅
地
区
の
３
２
４
世
帯
が
３
月

16
日
に
集
中
浄
化
槽
か
ら
の
切
り

替
え
工
事
を
完
了
し
下
水
道
の
利

用
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

邑
久
処
理
区
に
つ
い
て
は
、
邑

久
団
地
の
一
部
が
５
月
１
日
に
供

用
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
施
工
予
定
の
牛

窓
処
理
区
の
長
浜
地
内
、
邑
久
処

理
区
の
福
元
・
下
笠
加
地
内
、
長

船
中
央
処
理
区
の
服
部
・
土
師
地

内
の
い
ず
れ
も
各
一
部
区
域
の
管

渠
工
事
に
つ
い
て
、
発
注
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

新
病
院
建
設

　

新
病
院
建
設
に
向
け
て
は
、
病

院
等
検
討
委
員
会
、
新
病
院
建
設

構
想
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
の
構
想
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

財
源
に
つ
い
て
国
の
交
付
金
を

活
用
す
る
場
合
、
平
成
25
年
度
中

の
着
工
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
７
月
１
日
に
新
病
院
準
備
室

を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
に
医
療
、

福
祉
、
保
健
を
一
体
的
に
提
供
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実

現
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
施
設
だ

長船中央浄化センター

け
で
な
く
、
中
身
も
新
し
い
病
院

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
市
民
に
愛
さ
れ
続
け
る

よ
う
、
運
営
形
態
を
現
在
の
地
方

公
営
企
業
に
よ
る
運
営
か
ら
地
方

独
立
行
政
法
人
で
の
運
営
に
改
め

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

病
院
改
革
等

　

病
院
改
革
に
つ
い
て
は
、「
職

員
の
意
識
改
革
」「
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
病
院
」
を
目
指
し
、
職
員

一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、10
月
末
に
は
、（
財
）

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
の
病
院

機
能
評
価
を
受
審
し
ま
す
。

　

地
域
連
携
に
向
け
て
、
昨
年
末

か
ら
「
地
域
連
携
パ
ス
」
な
ど
に

参
入
し
て
お
り
、
岡
山
市
内
の
総

合
病
院
な
ど
か
ら
の
紹
介
患
者
数

は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
器
の
更
新
の
た
め
に
、

16
列
ス
ラ
イ
ス
の
Ｃ
Ｔ
と
併
せ
、

画
像
診
断
も
で
き
る「
パ
ッ
ク
ス
」

を
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
病
院
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
て
、

検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
薬
局
に
部

分
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
以
降
も

リ
ハ
ビ
リ
、
看
護
局
な
ど
に
順
次

導
入
し
、
新
病
院
完
成
時
に
は
フ

ル
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
そ

し
て
最
終
的
に
は
電
子
カ
ル
テ
の

導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
決
算
は
、
機
能
評
価
受

審
に
伴
う
業
務
改
善
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
成
果
も
あ
り
、
来
院
患

者
数
・
入
院
患
者
数
は
横
ば
い

で
す
が
、
平
成
21
年
度
決
算
と

比
べ
約
９
０
０
万
円
増
の
約
４
、

９
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
る
見
込

み
で
す
。

地
域
の
防
災
力
強
化

　

防
火
、
防
災
指
導
に
つ
い
て

は
、
地
区
や
職
場
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
家
庭
や
職
場
で
の
火
災
予

防
、
消
火
器
、
消
火
栓
の
取
扱
訓

練
や
風
水
害
時
の
対
策
を
中
心
と

し
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
地
震
・
津
波
災
害
へ
の

防
災
対
策
に
対
す
る
意
識
は
非
常

に
高
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
巨
大
地
震
を
恐
怖
に

感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る
被

害
低
減
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
の

準
備
、
発
災
時
に
お
け
る
適
切
な

避
難
行
動
や
い
ざ
と
い
う
時
の
自

助
・
共
助
に
よ
る
助
け
合
い
の
必

要
性
、
さ
ら
に
は
、
消
防
団
と
の

連
携
強
化
お
よ
び
被
災
想
定
を
見

直
し
た
指
導
を
行
い
、
地
域
の
防

災
力
の
強
化
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
で
の
大
震
災
対
応

　

東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
、
被

災
園
児
児
童
生
徒
が
市
の
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
へ
転
入
を

希
望
す
る
場
合
に
は
、
柔
軟
か
つ

速
や
か
に
受
け
入
れ
る
よ
う
国
・

県
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
市
へ
の
転
入

を
希
望
す
る
被
災
園
児
児
童
生
徒

は
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ
で
も
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
・
園
の
危
機
管
理

に
つ
い
て
再
点
検
を
し
、
園
児
児

童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
。
例
え
ば
、
各
学
校
・
園
で

行
わ
れ
て
い
る
避
難
訓
練
も
、
津

波
や
洪
水
を
想
定
し
て
、
一
番
安

全
に
早
く
避
難
で
き
る
高
い
場
所

は
ど
こ
か
を
校
内
で
検
討
し
、
実

際
に
避
難
す
る
訓
練
を
行
う
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
被

害
を
想
定
し
て
安
全
を
確
保
す
る

よ
う
努
め
ま
す
。

北
海
道
幌
加
内
中
学
校
と
の
交
流

　

市
と
姉
妹
縁
組
を
結
ん
で
い
る

北
海
道
幌
加
内
町
か
ら
、
今
年
も

５
月
11
日
に
幌
加
内
中
学
校
の
３

年
生
７
名
と
引
率
の
教
諭
２
名
が

修
学
旅
行
で
牛
窓
中
学
校
を
訪
問

し
、
牛
窓
中
学
校
の
生
徒
会
役
員

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
合
唱
で

交
流
し
、
お
互
い
の
学
校
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

遠
い
地
域
の
人
や
物
事
に
つ
い

て
知
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
互

い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
た
り
、
人
を
も
て
な
す
心

に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
な
ど
、

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
幌
加
内
中
学

校
の
希
望
に
沿
っ
て
、
今
後
も
こ

の
交
流
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

読
書
で
深
ま
る
家
庭
の
絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

安
心
こ
ど
も
基
金
「
地
域
子
育

て
創
生
事
業
」
を
活
用
し
、
読

書
で
深
ま
る
家
庭
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
と
し
て
、
行
政
や
地

域
の
子
ど
も
読
書
活
動
に
関
わ
る

団
体
な
ど
官
民
が
協
働
し
て
家
庭

で
の
ふ
れ
あ
い
読
書
活
動
を
推
進

し
、
子
ど
も
自
身
の
成
長
は
も
と

よ
り
、
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
絆
を
深
め
、

地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
の

一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
家

庭
ふ
れ
あ
い
読
書
活
動
が
各
家
庭

に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、

読
書
週
間
な
ど
の
機
会
を
利
用
し

た
家
庭
ふ
れ
あ
い
読
書
活
動
や
、

絵
本
作
家
を
招
い
て
の
啓
発
講
演

会
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

貴重な体験となった幌加内中学校との交流



中学生まで
医療費が無料に

　

市
で
は
、「
小
児
医
療
費
給
付

制
度
」
で
就
学
前
の
乳
幼
児
の
入

院
通
院
・
小
学
生
の
入
院
の
医
療

費
を
全
額
助
成
し
、「
子
育
て
支

援
医
療
費
助
成
制
度
」
で
小
学
生

の
通
院
と
中
学
生
の
入
院
通
院
の

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
10
月
１
日
か
ら
は
「
小
児
医

療
費
給
付
制
度
」
の
対
象
を
中
学

校
卒
業
ま
で
拡
大
し
、
乳
幼
児
か

ら
中
学
生
ま
で
、
入
院
通
院
の
医

療
費
を
全
額
助
成
し
、
窓
口
で
の

自
己
負
担
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

10
月
以
降
は
、
新
し
い
「
小
児

医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
と
健
康

保
険
証
を
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
年
齢

や
、
こ
れ
ま
で
の
「
子
育
て
支
援

医
療
費
」
助
成
申
請
の
有
無
に

よ
っ
て
、
資
格
証
の
交
付
申
請
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
同

一
世
帯
で
も
子
ど
も
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。）

【
申
請
の
必
要
が
な
い
子
ど
も
】

　

・
就
学
前
の
乳
幼
児

　

・
小
学
１・
２
年
生

　

・
小
学
３
〜
６
年
生
で
、「
入
院

　

用
」 

の
「
小
児
医
療
費
受
給
資

　

格
者
証
」
を
持
っ
て
い
る
人

　

・「
子
育
て
支
援
医
療
費
」
の
助

　

成
申
請
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人

　
（
緑
色
の
申
請
書
）

　

・
心
身
障
害
者
医
療
費
・
ひ
と
り

　

親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
を
受

　
け
て
い
る
中
学
３
年
生
以
下
の
人

※
新
し
い
小
児
医
療
費
受
給
資
格

　

者
証
を
９
月
末
ま
で
に
送
付
し

　

ま
す
。現
在
、資
格
者
証
を
持
っ

　

て
い
る
人
は
、
10
月
に
な
っ
た

　
ら
各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
の
必
要
が
あ
る
子
ど
も
】

　

・
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
で

　
「
子
育
て
支
援
医
療
費
」
の
助

　

成
申
請
を
し
た
こ
と
が
な
い
人

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

　

申
請
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
の

健
康
保
険
証
、
印
鑑

▽
申
請
期
限　

７
月
29
日
（
金
）

※
郵
送
で
申
請
す
る
場
合
は
申
請

　

書
と
健
康
保
険
証
の
写
し
を
同

　

封
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受

　

給
資
格
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

※
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た

　

と
き
や
、
受
給
資
格
者
証
を
忘

　

れ
た
と
き
な
ど
は
窓
口
で
一
度

　

支
払
い
、
払
い
戻
し
を
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
の

　

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は

　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
予
防
接
種
、
薬
の
容
器
代
、
入

　

院
時
の
食
事
負
担
金
、
保
険
外

　

併
用
療
養
費
（
紹
介
状
な
し
の

　

ま
た
、
障
害
に
応
じ
た
専
門

相
談
日
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

身
体
障
害
・
知
的

　

障
害
・
発
達
障
害
・
障
害
児
・

　

家
族
・
体
や
心
の
問
題
で
生

　

活
す
る
の
に
困
難
が
生
じ
て

　

い
る
人
な
ど

▽
相
談
場
所
・
日
時

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

毎
週
火
曜
〜
土
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

⑧
身
体
・
知
的
障
害
者
相
談

　

各
地
域
に
身
体
障
害
（
10

人
）・
知
的
障
害
（
３
人
）
の

相
談
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

 
募
集
し
ま
す

 
市
営
住
宅
入
居
者　

　　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

▽
募
集
団
地

▽
規
格　

各
３
D
K

▽
戸
数　

各
１
戸

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

各
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

８
月
１
日
（
月
）

▽
申
込
受
付
期
間　

７
月
１
日

　
（
金
）
〜
７
月
15
日
（
金
）
午

　

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

　

初
診
料
）
な
ど
の
保
険
適
用
外

　

の
費
用
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給
付
制
度

　

の
対
象
と
な
る
医
療
費
に
つ
い

　

て
は
、
助
成
対
象
外
で
す
。

※
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
制
度

　

の
対
象
と
な
る
の
は
平
成
23
年

　

９
月
診
療
分
ま
で
で
す
。
診
療

　

を
受
け
て
か
ら
２
年
以
内
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

長
船
支
所

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

２
０
０
１

　

裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

 

実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

平
成
24
年
成
人
式　

　　

平
成
24
年
瀬
戸
内
市
成
人
式
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
新
成
人
に
は
、
７
月
中
に

案
内
を
送
付
し
ま
す
。
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
成
24
年
１
月
８
日

　
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜

 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

 

障
害
の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

　

障
害
の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
う
ち
、
申
請
が
必
要
な
も

の
を
中
心
に
サ
ー
ビ
ス
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
利
用
可
能
な

事
業
や
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
障
害
が
あ
る
人
や
そ
の

家
族
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
人
は
、
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
各
種
割
引
、
減
免
な
ど

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
障
害

の
程
度
・
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
、

医
療
費
の
助
成
、
公
共
料
金
の

割
引
、
税
の
減
免
な
ど
の
他
に
、

電
車
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

を
利
用
し
た
場
合
に
手
帳
を
提

示
す
れ
ば
運
賃
の
割
引
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

②
医
療
費
の
助
成

【
更
生
医
療
】

　

障
害
の
更
生
の
た
め
、
治
療
・

手
術
を
受
け
る
と
き
、
医
療
費

の
一
部
を
医
療
保
険
と
公
費
で

助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

身
体
障
害
者

【
精
神
通
院
医
療
】

　

病
院
な
ど
に
通
院
す
る
場

合
、
医
療
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
医
療
保
険
と
公
費
で
助
成

し
ま
す
。

▽
対
象
者　

精
神
障
害
者

※
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

③
各
種
手
当
、
年
金
な
ど

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
障
害
児
福
祉
年
金
が
あ
り

ま
す
。
各
手
当
、
年
金
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
象
者
や
条

件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

④
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

自
宅
で
入
浴
・
排
泄
・
食
事

な
ど
の
支
援
を
す
る
居
宅
介

護
、
短
期
間
施
設
で
介
護
な
ど

を
す
る
短
期
入
所
、
日
中
、
日

常
生
活
動
作
や
適
応
訓
練
を
行

う
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

や
創
作
活
動
な
ど
を
行
う
生
活

介
護
、
就
労
や
生
産
活
動
な
ど

の
機
会
を
提
供
し
支
援
す
る
就

労
継
続
支
援
な
ど
、
障
害
の
程

度
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
福
祉
用
具
な
ど
の
給
付

【
補
装
具
】

　

日
常
生
活
に
必
要
な
身
体
機

能
を
補
う
た
め
の
車
い
す
や
装

具
な
ど
の
器
具
の
交
付
や
修
理

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　

身
体
障
害
者

【
日
常
生
活
用
具
】

　

入
浴
補
助
用
具
、
歩
行
支
援

用
具
、
火
災
警
報
器
な
ど
の
用

具
を
給
付
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

身
体
障
害
者
、
療

　

育
手
帳
所
持
者
な
ど

※
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

⑥
各
種
助
成
事
業

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
、
身
体

障
害
者
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・

自
動
車
改
造
助
成
、
介
護
用
自

動
車
購
入
等
助
成
、
重
度
身
体

障
害
者
住
宅
改
造
助
成
な
ど
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
各

種
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
対
象
者
や
要
件

が
異
な
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑦
相
談
支
援

　

障
害
者
な
ど
か
ら
の
相
談
に

応
じ
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、

日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

平成 23 年成人式

　10月１日から小児医療費給付制度が拡大

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象　

平
成
３
年
４
月
２
日
か

　

ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
の

　

期
間
に
生
ま
れ
、
瀬
戸
内
市
に

　

住
民
票
が
あ
る
人

※
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

　

も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
を
希

　

望
す
る
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

【
実
行
委
員
募
集
】

　

自
分
た
ち
の
手
で
心
に
残
る

「
成
人
式
」
を
企
画
運
営
す
る
新

成
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集

期
限
は
８
月
31
日
（
水
）
で
す
。

楽
し
み
な
が
ら
、
思
い
出
深
い
成

人
式
に
し
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

団地名 所在地 構造

福山団地  邑久町福山 487-1 簡耐２階建

中村団地  牛窓町長浜 3630-1 簡耐２階建

東町団地  牛窓町牛窓 2229-3 簡耐２階建

飯井団地  長船町飯井 747-1 簡耐平屋建



　
７
月
24
日
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放

送
終
了
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き

て
い
ま
す
か
。
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

の
ま
ま
何
も
し
な
い
と
、
テ
レ
ビ

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
一
日
も
早
く
地
デ
ジ
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら

な
い
」「
地
デ
ジ
の
準
備
を
し
た

が
、
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
い
」
と
い

う
人
は
、
デ
ジ
サ
ポ
岡
山
（
総
務

省
岡
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

デ
ジ
サ
ポ
岡
山

　

☎
０
８
６-

８
９
９-

６
０
６
０  

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時　

　
（
土
日
祝
日
は
午
前
９
時
〜
午

　

後
６
時
）

 

開
設
し
ま
す

 

地
デ
ジ
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー

　　

デ
ジ
サ
ポ
岡
山
で
は
、
地
デ
ジ

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
お
応

え
す
る
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

①
専
用
電
話
コ
ー
ナ
ー

　

コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
い
る
専

用
電
話
で
、
無
料
で
ご
相
談
い
た

だ
け
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
26
日
（
金
）
ま
で

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
日

　

祝
日
を
除
く
）

▽
場
所　

瀬
戸
内
市
役
所

②
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
２
日
（
土
）、　

９

　

日
（
土
）、
16
日
（
土
）、
23
日

　
（
土
）、
24
日
（
日
）　

午
前
９

　

時
30
分
〜
午
後
２
時
（
設
置
時

　

間
を
含
む
）

※
午
後
２
時
に
終
了
し
、
戸
別
訪

　

問
を
実
施
予
定
で
す
が
、
戸
別

　

訪
問
依
頼
が
少
数
の
場
合
に
は

リ
ー
ト
造
45
年
・
鉄
骨
造
35
年
・

軽
量
鉄
骨
造
18
年
を
経
過
し
て
い

る
倉
庫
に
つ
い
て
は
変
更
さ
れ
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

 

請
求
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

 

内
閣
総
理
大
臣
書
状
贈
呈

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛
生
勤
務

に
従
事
し
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救

護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
人
（
慰
労
給
付
金
受
給
者

は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
苦
労

に
報
い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
、

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
本
人
、
家
族
な
ど
か
ら

の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課

　

管
理
室　

業
務
担
当

　

☎
０
３-

５
２
５
３-

５
１
８
２

の
「
冷
蔵
倉
庫
」（
保
管
温
度
が

10
℃
以
下
に
保
た
れ
る
倉
庫
）
の

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
評
価
額
の

計
算
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
非
木
造
の
「
冷
蔵
倉

庫
」に
つ
い
て
は「
一
般
の
倉
庫
」

と
同
じ
取
り
扱
い
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、平
成
24
年
度
か
ら
は「
一

般
の
倉
庫
」
に
比
べ
て
家
屋
の
評

価
額
が
早
く
減
少
す
る
計
算
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
次
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
適
用
対
象
要
件
（
①
〜
④
の
要

　

件
す
べ
て
に
該
当
す
る
家
屋
）

①
非
木
造
（
木
造
以
外
）
の
倉
庫

　

で
あ
る
こ
と

②
建
物
自
体
が
冷
蔵
機
能
を
有
し

　

て
い
る
こ
と

③
保
管
温
度
が
常
時
、
10
℃
以
下

　

に
保
た
れ
て
い
る
こ
と

④
冷
蔵
倉
庫
部
分
の
床
面
積
が
建

　

物
１
棟
の
延
べ
床
面
積
の
50
％

　

以
上
あ
る
こ
と

※
通
常
の
倉
庫
内
に
プ
レ
ハ
ブ
方

　

式
冷
蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵
庫
な

　

ど
を
設
置
し
て
い
る
も
の
は
対

　

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
①
〜
④
の
要
件
を
満
た
し
て
い

　

る
場
合
で
も
、
建
築
後
、
一
般

　

の
倉
庫
と
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク

く
だ
さ
い
。

　

申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
１

食
当
た
り
１
６
０
円
と
な
る
減
額

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
入
院
時
の
負
担
額
】

①
低
所
得
者
Ⅱ
の
人

自
己
負
担
限
度
額
２
４
、６
０
０
円

食
事
代
（
１
食
当
た
り
）

　

・
90
日
ま
で
の
入
院　

 

２
１
０
円

　

・
90
日
を
越
え
る
入
院　

１
６
０
円

②
低
所
得
者
Ⅰ
の
人

自
己
負
担
限
度
額
１
５
、０
０
０
円

食
事
代
（
１
食
当
た
り
）
１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
・
申
告
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
８
６-

２
４
５-

０
０
９
０

 

送
付
し
ま
す

 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
と
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
被
保
険
者
証
の
更
新
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
被
保
険
者
証
）
は
毎
年
８
月
で

更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し

ま
す
。
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
を
受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新

し
い
被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
の
見
直
し
】

　

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
所
得

区
分
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
（
下

表
参
照
）。
所
得
区
分
は
前
年
の

所
得
に
よ
り
毎
年
判
定
し
見
直
す

た
め
、新
し
い
被
保
険
者
証
で
は
、

割
合
が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
減
額
認
定
証
の
更
新
】

　

所
得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
ま
た

は
Ⅰ
の
被
保
険
者
の
人
が
入
院
す

る
際
に
、
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ

払
う
入
院
代
は
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
、
１
食
当
た
り
の
食

事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

で
、
８
月
以
降
も
所
得
区
分
が
低

所
得
者
Ⅱ
ま
た
は
Ⅰ
と
な
る
場
合

に
は
、
新
し
い
減
額
認
定
証
を
保

険
証
に
同
封
し
、
７
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
申
請
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

　

い
る
人

　

世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

い
る
場
合
は
、
新
し
い
減
額
認
定

証
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
が

な
い
場
合
で
も
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
６
月
末
ま
で
に
市

民
課
に
て
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
申
告
に
よ
り
所
得
区
分
が
低

所
得
者
Ⅱ
ま
た
は
Ⅰ
と
な
っ
た
場

合
は
、
減
額
認
定
証
が
引
き
続
き

交
付
さ
れ
ま
す
。

②
長
期
入
院
を
し
た
人

　

平
成
22
年
８
月
１
日
以
降
、
所

得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
で
、
減
額

認
定
証
を
持
っ
て
い
た
期
間
内
に

90
日
を
超
え
る
入
院
日
数
が
あ
る

人
は
、
市
民
課
に
て
申
請
を
し
て

　

午
後
４
時
ま
で
継
続
し
ま
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館

 

低
所
得
世
帯
の
人
へ

 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
無
償
給
付

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
デ
ジ
の
準
備
が
で
き
な
い
世

帯
に
簡
易
な
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
１
台
無
償
で
給
付
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
込
期
限
は
７
月
24
日
で
す

が
、
申
し
込
み
か
ら
完
了
ま
で
１

〜
２
カ
月
か
か
る
見
込
み
で
す
の

で
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

　

援
実
施
セ
ン
タ
ー

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
の
人

　

☎
０
５
７
０-

０
３
３
８
４
０  

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

　

☎
０
５
７
０-
０
２
３
７
２
４  

　 

評
価
額
が
早
く
減
少

 

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
（
非
木
造
）

　　

固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
非
木
造

 
地
デ
ジ
を
受
信
で
き
て
い
ま
す
か

 

も
う
す
ぐ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま
す

一部負担
金の割合 所得区分 説明

３割
現役並み

所得者

住民税の課税所得額（各種控除後）が１４５万円以上ある人や、その被保険者と同じ世帯にいる被保険者。
※被保険者の収入合計額が２人以上で５２０万円未満、１人の場合３８３万円未満の人は、申請により「１
割」負担になります。
※現役並み所得の被保険者（世帯にほかの被保険者がいない場合に限る）であって、世帯内の７０歳以上
７５歳未満の人も含めた収入合計額が５２０万円未満の人も、申請により「１割」負担になります。

１割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人。

低所得者Ⅱ 世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）。

低所得者Ⅰ 世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を８０万円として
計算）を差し引いたときに０円となる人および老齢福祉年金受給者。

新しい被保険者証（水色）（左）／　減額認定証（右）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受

け
ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状

態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
平
成
23

年
７
月
分
か
ら
平
成
24
年
６
月

分
ま
で
の
免
除
な
ど
の
申
請
受

付
開
始
は
７
月
１
日
で
す
。
ま

た
、７
月
中
に
申
請
す
る
場
合
は
、

平
成
22
年
７
月
分
か
ら
平
成
23

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
（
前
一
年

間
分
）
の
免
除
な
ど
の
申
請
も

同
時
に
で
き
ま
す
。
申
請
に
は

年
金
手
帳
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

■
申
請
先　

市
民
課
、
牛
窓
支

所
、
長
船
支
所
、
裳
掛
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

　

☎
０
８
６
９- 

２
２- 

１
７
９
０

　

岡
山
東
年
金
事
務
所　

　

☎
０
８
６- 

２
７
０- 

７
９
２
８

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

る
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
減

額
認
定
証
）
を
、
医
療
機
関
な
ど

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
支

了
し
ま
す



 
東
日
本
大
震
災
被
災
者
を
支
援

 
路
線
バ
ス
無
料
利
用
証

　
（
社
）
岡
山
県
バ
ス
協
会
に
よ

り
、「
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支

援
事
業
」
と
し
て
、
被
災
者
が
県

内
民
間
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
際

に
無
料
利
用
証
を
提
示
す
る
こ
と

で
運
賃
が
無
料
と
な
る
制
度
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
事
前
に
申
請
し

て
無
料
利
用
証
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

▽
実
施
バ
ス
会
社

　

井
笠
バ
ス
、
宇
野
バ
ス
、
岡
電

バ
ス
、
下
電
バ
ス
、
中
鉄
バ
ス
、

中
鉄
北
部
バ
ス
、
備
北
バ
ス
、
両

備
バ
ス
、
備
前
バ
ス

▽
実
施
期
間

　

10
月
31
日
（
月
）
ま
で

▽
対
象
者　

原
則
と
し
て
、
次
の

   

①
ま
た
は
②
の
証
明
書
を
有
す  

   

る
人
で
、
岡
山
県
内
へ
の
避
難

   

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人

①
平
成
23
年
度
東
日
本
大
震
災
に

　

よ
る
罹
災
（
災
害
救
助
法
適
用

　

市
町
村
か
ら
の
避
難
者
）

②
福
島
第
一
・
第
二
原
子
力
発
電

　

所
事
故
に
よ
る
被
災
（
住
民
避

　

難
指
示
等
の
対
象
地
域
か
ら
の

　

避
難
者
）

※
現
時
点
で
、
罹
災
ま
た
は
被
災

　

の
証
明
書
を
有
し
て
い
な
い
人

　

で
、
次
の
③
〜
⑤
の
い
ず
れ
か

　

に
該
当
す
る
人
も
含
み
ま
す
。

③
罹
災
証
明
書
ま
た
は
被
災
証
明

　

書
を
後
日
提
出
予
定
の
人

④
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
に

　

登
録
し
て
い
る
人

⑤
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な

　

ど
で
被
災
地
に
居
住
し
て
い
た

　

こ
と
が
確
認
で
き
る
人

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

罹
災
証
明
書
ま
た
は
被
災
証
明

書
の
写
し
な
ど

※
申
請
は
、
交
付
対
象
者
本
人
が

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

　

同
居
の
人
が
い
る
場
合
、
申
請

　

者
と
の
関
係
が
証
明
で
き
る
も

　

の
が
あ
れ
ば
、
当
該
同
居
者
分

　

に
つ
い
て
も
併
せ
て
申
請
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

　

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

が
終
わ
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
７
年
６
月
１
日
か
ら
平
成

　

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
第
１

　

期
・
第
２
期
の
接
種
が
終
わ
っ

　

て
い
な
い
人
は
、
20
歳
に
な
る

　

ま
で
に
希
望
す
れ
ば
接
種
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２           

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
初
め
て
接
種
を
行

う
第
１
期
の
対
象
者
（
生
後
６
カ

月
か
ら
90
カ
月
）
の
う
ち
、
３
歳

の
子
ど
も
を
対
象
に
接
種
の
案
内

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
３・
４
歳
に
は
健

診
の
際
に
、
小
学
校
３・
４
年
生

に
は
学
校
を
通
じ
て
、
接
種
を
勧

め
る
案
内
を
行
い
ま
す
。
母
子
健

康
手
帳
を
確
認
し
、
第
１
期
接
種

　

日
を
除
く
）、
祝
日
の
翌
日

※
休
館
日
の
翌
日
は
水
質
管
理
の

　

た
め
午
後
の
み
開
館
し
ま
す
。

▽
使
用
料　

市
内
高
校
生
以
下
は

　
１
０
０
円
、
市
内
一
般
・
市
外
は

　

２
０
０
円（
１
人
１
回
当
た
り
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

邑
久
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

　

長
船
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
（
開
館
時
間
内
の
み
）

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

４
８
５
０

 

海
岸
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か

 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内

　　

瀬
戸
内
・
海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

レ
ク
タ
ー
）

▽
定
員　

10
人
程
度
（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

７
月
８
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

政
策
調
整
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
３

 

７
月
１
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

　　

邑
久
・
長
船
B
&
G
海
洋
セ

ン
タ
ー
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

 

ご
参
加
く
だ
さ
い

 

ミ
ニ
ミ
ニ
映
像
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る

映
像
制
作
講
座
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ミ
ニ
ミ

ニ
映
像
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

映
像
制
作
や
編
集
に
挑
戦
し
て

み
た
い
人
な
ど
、
映
像
制
作
に
関

心
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
プ
ロ
の
使
う
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

７
月
23
日
（
土
）　

午

　

後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

リ
ッ
キ
ー
竜
太
オ
コ
ー

　

ネ
ル
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
報
局
デ
ィ

▽
開
館
期
間　

①
邑
久
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

　

・
７
月
１
日
（
金
）
〜
８
月
31
日

　
（
水
）　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午

　

後
１
〜
８
時

②
長
船
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

　

・
７
月
１
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）

　

午
後
５
〜
８
時

　

・
７
月
20
日
（
水
）
〜
29
日
（
金
）

　

午
後
１
〜
８
時

　

・
７
月
30
日
（
土
）
〜
８
月
31
日

　
（
水
）
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

　

後
１
〜
８
時

※
７
月
１
日
〜
29
日
の
土
・
日
・

　

祝
日
は
、
午
前
９
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
〜
８
時

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
海
の

ク
推
進
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
（
海
岸

清
掃
）」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
の
運
動
に
、
市
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
実
施
日
時　

７
月
13
日
（
水
）

　
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

　
（
小
雨
決
行
）

▽
実
施
場
所

　

・
邑
久
町
福
谷　

前
泊
海
岸

　

・
邑
久
町
虫
明　

扇
海
岸

▽
集
合
場
所　

現
地
（
い
ず
れ
か

　

の
海
岸
）
集
合

※
ご
み
袋
・
軍
手
は
市
で
用
意
し

　

ま
す
。

※
瀬
戸
内
・
海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
推
進
協
議
会
は
、
国
土
交
通

　

省
と
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
11
府
県

　

１
０
７
市
町
村
で
構
成
さ
れ
、

　

瀬
戸
内
海
の
多
用
な
資
源
を
生

　

か
し
た
人
の
流
れ
を
創
り
出
し

　

ア
メ
ニ
テ
ィ
豊
か
な
瀬
戸
内
地

　

域
全
体
の
振
興
と
発
展
を
図
る

　

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

　

団
体
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

）

7 月は青少年健全育成強調月間

　未来を担う子どもたちが健やかに育ち、

豊かな人間に成長していくことは、私たち

の願いです。

　青少年が健やかに育つためには、青少年

自身の努力と、家庭・地域・社会で育てる

視点が大切です。

▽家庭でできること
　子どもたちが健やかに成長するための基

盤は家庭です。子どもは、家族の愛情を基

礎として人に対する信頼関係や倫理観、自

立心を身に付けます。

　正しいしつけと子どもが愛されていると

実感できるコミュニケーションづくりを心

掛け、家庭が子どもの心の居場所であるこ

とを実感できるよう努めましょう。

▽地域・社会でできること
　地域の大人は、模範を示して社会の基本

的ルールを伝えるとともに、あいさつや声

掛けをし、青少年とともにボランティア活

動や体験活動に取り組みましょう。

　青少年を見守り、励まし、必要なときは

注意をして、地域ぐるみで子どもたちを有

害な情報や犯罪から守りましょう。

▽青少年の皆さんへ
　他人を傷つけることは自分を傷つけるこ

とになります。自分も他人も大切にしま

しょう。悩み事があるときは、周りの大人

に相談しましょう。また体験活動などに積

極的に参加し、自分の可能性を引き出しま

しょう。社会の一員としてルールを守り、

責任を果たしましょう。

■問い合わせ先　
　社会教育課
　☎０８６９- ３４ - ５６０１
　青少年育成センター
　☎０８６９- ２２ - ２００９

主な証明書等 単位 ６月 30日まで ７月１日から
住民票（世帯全員） １通 ３００円 ４００円
住民票（世帯一部） １通 ３００円 ４００円
住民票記載事項証明 １通 ３００円 ４００円
外国人登録原票
記載事項証明 １通 ３００円 ４００円

広域交付住民票 １通 ３００円 ４００円
戸籍の附票 １通 ３００円 ４００円
身分証明 １通 ３００円 ４００円

印鑑登録証交付 １件 ３００円 ４００円
印鑑登録証明書 １通 ３００円 ４００円
所得証明書 １枚 ３００円 ４００円
納税証明書 １枚 ３００円 ４００円
評価証明書 １枚 ３００円 ４００円
資産証明書 １枚 ３００円 ４００円
公課証明書 １枚 ３００円 ４００円

７月１日から住民票や印鑑証明
などの手数料を改定します

 

３
・
４
歳
と
小
学
校
３
・
４
年
生
に

 

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種
勧
奨

　　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重

い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
の
案
内
を
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
新
た
な

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
現
在
は

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

　７月１日から、住民票の交付などの手数料を、経費の一部を賄う
ため、下表のとおり改定します。
　市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　市民課・税務課以外の所管する手続きで、手数料が 300 円
のものについても、同様に 400 円に改定します。
■問い合わせ先　
　市民課　☎０８６９- ２２ - １１１５
　税務課　☎０８６９- ２２ - １１１４
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練り歩く稚児ら（左下）／中将姫の像を手にゆっくりと進む表観音（右上）

　４月 29 日、大賀島寺（邑久町豊原）で恒例の権
ごんげん

現祭が行われ

ました。

　豊安、仁
に ぶ た

生田、円張、邑
おくのごう

久郷（岡山市）の４地区の法被姿の子

どもたちが、日ごろから懸命に練習してきた伝統のしゃぎりを奉

納しました。

　午後からは各地区に伝わる箱式や船形竜頭などの４基のだんじ

りが約 500 メートル離れたお旅所を目指し練り歩きました。だ

んじりに乗り込んだ子どもたちは「ソーリャ」の元気な掛け声に

合わせ、太鼓やかねを響かせました。にぎやかな雰囲気のなか、

地区の皆さんや子どもたちが力を込めて引き綱を引き、だんじり

は坂のある境内を勢いよく進みました。

　だんじりに続いて壮大なみこしが登場し、威勢の良い担ぎ手と

ともに沿道をわかせました。

　境内ではもち投げも行われ、観光客も交えてにぎやかな声に包

まれました。 

   境内がにぎやかな雰囲気に包まれました境内がにぎやかな雰囲気に包まれました

稽古を重ねたしゃぎりを奉納する子どもたち

①練り歩くだんじりで境内はにぎやかに／②太鼓、かね、笛などの
音のなか引き綱に力を込めます／③もち投げも行われました

　５月５日、千
せんずさん

手山弘
こうぼうじ

法寺（牛窓町千手）で

踟
ねりくよう

供養が行われました。尼僧となった中
ちゅうじょうひめ

将姫を阿

弥陀如来が聖
しょうじゅ

衆とともに極楽浄土へ導くという中

将姫の物語を劇化した行事です。

　極楽浄土に見立てた遍
へんみょういん

明院を出た一行は、導師

から中将姫の像が受け渡されると、僧侶、稚児な

どを従えて、阿弥陀如来像の待つ東
とうじゅいん

壽院へ向けて

ゆっくりと練り歩きました。

　弘法寺の踟供養は、聖衆の行
ぎょうどうめん

道面を被った一行

を胎内に人間が入った阿弥陀如来像（被
かぶりぼとけ

仏）が出

迎えるなど本来の姿をよくとどめており、日本三

大踟供養の一つとされています。

   華やかな法会を厳かに挙行華やかな法会を厳かに挙行
cover photograph 

５月４日、邑久町尻海で、尻海だんじりまつりが行
われました。西町からは船形、市場町からは箱式、
東町からは船形竜頭のだんじりが引き出され、しゃ
ぎりや伊勢音頭に合わせて、地区内を巡行しました。
表紙の写真は、若宮八幡宮の石段下で３基が競うよ
うに練っている場面です。観客は、目の前で繰り広
げられる迫力ある光景に見入っていました。まつり
は２年に１回行われています。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

①

③

②

弘法寺の踟供養弘法寺の踟供養

大賀島権現祭

　５月８日、出島公園（牛窓町牛窓）で春の交通安全県民運動の

瀬戸内市出発式を開催しました。瀬戸内市交通安全母の会から瀬

戸内市交通安全対策協議会へ手作りの交通安全グッズの贈呈など

が行われた開会セレモニーを皮切りに、岡山県警察音楽隊の演奏

やカラーガード隊員が加わったドリル演奏が行われました。

　多くの家族連れらが集まった会場では、交通安全グッズや邑久

ライオンズクラブによる死亡事故ゼロを願ったこんにゃく餅が無

料で配布されました。参加者は、交通安全体験車「おかやまふれ

愛号」で運転・歩行能力の診断や夜間視認性の確認をしたり、シ

ートベルトの大切さを実感していました。

　子どもたちは、白バイに乗って記念撮影をしたり、警察嘱託犬

とのふれあいを楽しんでいました。また、市消防署のはしご車の

前には試乗を待つ人の長い列ができました。

　式の最後には、参加者が見送る中、白バイやパトカーなど 10

台が啓発活動のため出発しました。

   交通事故ゼロはみんなの願い交通事故ゼロはみんなの願い

警察嘱託犬とふれあう子どもたち（左）／はしご車に試乗（右）
①交通安全グッズを配布して啓発活動／②シートベルトの効果を体
験／③サイレンを鳴らした後、白バイなどが街頭啓発へ出発

①

③

②

春の交通安全県民運動瀬戸内市出発式

まちの話題.indd   10-11 2011/06/29   20:13:01



　

平
成
21
年
以
降
、
未
公
開
株
や

外
国
通
貨
、
フ
ァ
ン
ド
型
投
資
商

品
の
購
入
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
、
全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
投

資
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
は

１
万
５
千
件
を
超
え
、
特
に
、
劇

場
型
勧
誘
と
呼
ば
れ
る
手
口
に
よ

る
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

劇
場
型
勧
誘
で
は
、
Ａ
社
（
販

売
業
者
）
が
未
公
開
株
の
購
入
を

持
ち
掛
け
、
そ
れ
と
前
後
し
て
Ｂ

社
（
勧
誘
業
者
）
が
、
Ａ
社
の
株

を
高
額
で
買
い
取
る
と
い
っ
た
勧

誘
を
行
う
な
ど
し
て
、
消
費
者
が

契
約
す
る
よ
う
仕
向
け
ま
す
。
し

か
し
、
購
入
し
た
株
を
Ｂ
社
が
買

い
取
る
こ
と
は
な
く
、
次
第
に
連

絡
が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、

次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

・
高
齢
者
が
被
害
に
遭
い
や
す
い

　

・
電
話
勧
誘
な
ど
不
意
打
ち
的
な

　

勧
誘
が
多
い

　

・
二
次
被
害
に
遭
い
や
す
い

　

・
被
害
額
が
高
額
で
あ
る

　

支
払
っ
て
し
ま
っ
た
お
金
を
取

り
戻
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

す
。
少
し
で
も
不
安
に
思
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　
生
活
環
境
課

 

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

 

夏
の
省
エ
ネ
対
策

　

環
境
省
で
は
、
毎
年
夏
至
の
日

と
７
月
７
日
に
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

（
消
灯
）
を
呼
び
掛
け
る
「
夏
至

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
（
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
「
七
夕
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・

デ
ー
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
消
灯

す
る
こ
と
で
、
普
段
い
か
に
照
明

を
使
用
し
て
い
る
か
を
実
感
し
、

地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
こ
の
２
日
間
に
加
え
、

特
に
電
力
消
費
量
の
増
え
る
夏
の

時
期
を
対
象
に
、
昼
も
夜
も
自
主

的
な
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
よ
う

呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
も
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を

き
っ
か
け
に
地
球
温
暖
化
問
題
に

つ
い
て
考
え
、
省
エ
ネ
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

　

必
要
の
な
い
照
明
や
電
気
器
具

は
、
こ
ま
め
に
電
源
を
切
り
ま

し
ょ
う
。
省
エ
ネ
型
の
蛍
光
灯
を

使
用
し
た
り
、
照
明
器
具
自
体
を

省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
も
の
に
取
り
替

え
る
と
、
消
費
電
力
に
大
き
く
差

　

油
断
せ
ず
に
鍵
を
掛
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
窃
盗
犯
は
、

盗
む
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

を
嫌
が
り
ま
す
。
通
常
の
鍵
の
他

に
も
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
・
Ｕ
字
型
錠

な
ど
に
よ
る
ツ
ー
ロ
ッ
ク
が
非
常

に
有
効
で
す
。

②
路
上
に
停
め
ず
に
駐
輪
場
へ

　

　

鍵
を
掛
け
て
い
て
も
、
路
上
に

停
め
て
い
る
と
盗
ま
れ
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
、
明
る
く
管
理
の

行
き
届
い
て
い
る
駐
輪
場
を
利
用

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
忘
れ
ず
防
犯
登
録

　

自
転
車
を
購
入
し
た
ら
、
必
ず

防
犯
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

防
犯
登
録
を
せ
ず
、
盗
ま
れ
て

も
盗
難
届
を
出
さ
な
い
ま
ま
で
い

る
と
、
盗
ま
れ
た
自
転
車
が
「
放

置
」
さ
れ
、
地
域
に
迷
惑
を
掛
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
乗
り
捨
て

ら
れ
た
自
転
車
は
さ
ら
に
盗
ま
れ

た
り
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
犯
罪

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
所
有
者
が
変
わ
っ
た

場
合
に
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

　
瀬
戸
内
警
察
署　

が
出
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
の
温
度
は
28
度
を
目

安
に
設
定
し
、
直
射
日
光
を
遮
断

し
た
り
、
扇
風
機
を
併
用
す
る
な

ど
し
て
、
冷
房
が
過
度
に
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

②
家
の
周
囲
の
側
溝
排
水
溝
は
掃

　

除
し
、
水
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ

　

に
し
て
お
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や

　

外
壁
の
ひ
び
割
れ
、
亀
裂
な
ど

　

の
危
険
箇
所
は
補
強
す
る
。

③
浸
水
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
、

　

家
財
道
具
や
貴
重
品
、
生
活
用

　

品
、
食
料
な
ど
を
高
い
場
所
へ

　

移
動
さ
せ
て
お
く
。

④
避
難
勧
告
や
指
示
が
出
た
と
き

　

に
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
、
非
常

　

持
出
袋
を
準
備
し
避
難
場
所
を

　

確
認
す
る
。
被
害
が
予
想
さ
れ

　

る
場
合
に
は
、
事
前
に
子
ど
も

　

や
高
齢
者
、
病
人
な
ど
を
安
全

　

な
場
所
に
避
難
さ
せ
て
お
く
。

⑤
防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
か
ら

　

の
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
に
注

　

意
す
る
。

⑥
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
大
雨
が

　

降
っ
て
い
た
り
、
浸
水
し
て
い

　

る
場
合
も
あ
る
の
で
慎
重
に
行

　

動
す
る
。

　

ま
た
、日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
、

い
ざ
と
い
う
時
に
素
早
く
行
動
で

き
る
高
い
防
災
意
識
を
持
つ
事
が

重
要
で
あ
り
、
災
害
か
ら
身
を
守

る
一
番
の
近
道
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
警
防
課

ごみ減量速報

地域 23年 3～ 5月 22 年 3～ 5月 達成度
牛窓 740 768 ○

邑久 801 796 ×

長船 653 644 ×

　

自
転
車
の
盗
難
は
、
最
も
多
く

発
生
し
て
い
る
犯
罪
で
、
私
た
ち

に
と
っ
て
身
近
な
犯
罪
の
一
つ
、

と
言
え
ま
す
。

　

盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
日
ご
ろ
か
ら
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ツ
ー
ロ
ッ
ク

　

自
転
車
盗
被
害
の
お
よ
そ
半
数

は
、
施
錠
を
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
買

い
物
を
し
て
い
る
間
や
、
玄
関
先

で
話
を
し
て
い
る
間
な
ど
の
わ
ず

か
な
時
間
や
、
自
宅
や
学
校
の
敷

地
内
な
ど
に
駐
輪
を
し
て
い
て

も
、
盗
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

減量することができます。
　今回は、市の補助制度がある「生ご
み処理機」について紹介します。
　生ごみ処理機には、コンポスト、乾
燥式、バイオ式など色々な種類があり
ます。どの生ごみ処理機でも、良質な
肥料を作ることが出来ます。設置する
場所や予算などによって、各家庭に合

うものを選ぶことができます。
 　市の補助制度については、本紙に折
り込みの緑色のチラシ「ごみダイエッ
ト通信」に掲載しています。
　また、微生物の力で生ごみを分解す
る「ボカシ」を使った肥料の作り方に
ついても紹介していますので、ぜひご
覧ください。

　夏は気温が高いため、生ごみが臭い
やすくなります。生ごみ処理機などを
使って肥料にすれば、その臭いを抑え
ることができます。
　また、生ごみは、市のごみ量全体の
約２割を占めており、これを肥料とし
て利用するだけでも、効果的にごみを

肥料を作ることが出来ます。設
場所や予算などによって、各家

設置する
家庭に合

ついても紹介し
覧ください。

して ます。
物の力で生ごみを分解す
使った肥料の作り方に
ていますので、ぜひごして

増
え
て
い
ま
す
！

投
資
ト
ラ
ブ
ル

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

 

梅
雨
時
期
の
災
害
防
止

　

梅
雨
の
時
期
に
は
、
南
か
ら
の

暖
か
い
太
平
洋
高
気
圧
と
北
か
ら

の
冷
た
い
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧

の
境
目
に
前
線
が
で
き
て
日
本
海

に
停
滞
し
ま
す
。こ
の
前
線
を「
梅

雨
前
線
」
と
呼
び
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
曇
り
や
雨
の
日

が
多
く
、
ま
た
長
雨
や
局
地
的
な

集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
地
盤
が
ゆ

る
み
、
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫

な
ど
に
よ
る
浸
水
害
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
に
気
を
付

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど

　

の
最
新
の
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ

　

ク
す
る
。
特
に
気
象
庁
か
ら
の

　

警
報
・
注
意
報
や
市
か
ら
の
情

　

報
に
注
意
す
る
。

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量の３
　カ月平均値です。
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％　
     を○、減量できなかった場合を×で表して  
     います。

単位：グラム

　
― 自分の命は自分で守る ―

　海上保安庁では、船舶海難を

防止するため、マリンレジャー
シーズンを迎える７月 16 日
（土）から 31 日（日）までを「全
国海難防止強調運動」期間とし
て、「海難ゼロへの願い」をス
ローガンに官民が一体となった
海難防止運動を推進します。

▽自己救命策確保３つの基本
①ライフジャケットを着用する
②携帯電話を携行する
③海の緊急電話は１１８番へ
■問い合わせ先
　海難防止強調運動玉野地区
　推進連絡会議
　玉野海上保安部
　☎０８６３ｰ３２ｰ３５８９

自
転
車
を
守
る
１ワ

ン

・
２ツ

ー

・
３ス

リ
ー

警警
察察
安
全全
情情
報



　

子
ど
も
を
望
み
な
が
ら
も
、
避

妊
を
し
て
い
な
い
の
に
２
年
以
上

に
わ
た
っ
て
妊
娠
に
至
る
こ
と
の

で
き
な
い
状
態
を
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
「
不
妊
症
」
と

定
義
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、「
不
育
症
」
は
、

妊
娠
は
す
る
け
れ
ど
も
、
流
産
、

死
産
や
新
生
児
死
亡
な
ど
を
繰
り

返
し
て
、
結
果
的
に
子
ど
も
を
持

つ
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
を
い
い

ま
す
。「
不
育
症
」
と
「
習
慣
流

産
（
反
復
流
産
）」
と
は
ほ
ぼ
同

じ
意
味
で
す
が
、
習
慣
流
産
に
は

妊
娠
22
週
以
降
の
死
産
や
生
後
１

週
間
以
内
の
新
生
児
死
亡
は
含
ま

れ
ず
、
不
育
症
は
よ
り
広
い
意
味

で
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

不
妊
症
は
一
般
に
広
く
知
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
不
育
症
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

自
然
流
産
は
、
女
性
の
年
齢
に

も
よ
り
ま
す
が
、
妊
娠
の
10
〜

15
％
程
度
の
確
率
で
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
流
産
を
経
験

す
る
と
、
周
り
の
人
か
ら
「
よ
く

あ
る
こ
と
だ
か
ら
」「
次
は
心
配

し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
か
ら
」
な

ど
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
流
産
は

女
性
に
と
っ
て
、
自
分
の
子
ど
も

を
亡
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
つ
ら

い
体
験
で
あ
り
、
何
気
な
い
言
葉

で
傷
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
周

り
の
人
が
女
性
の
気
持
ち
に
寄
り

添
う
こ
と
が
、
支
え
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
不
育
症
の
原
因

　　

妊
娠
初
期
の
流
産
の
大
部
分
は

胎
児
（
受
精
卵
）
の
染
色
体
異
常

が
原
因
で
、
父
母
に
原
因
が
あ
る

こ
と
は
少
な
い
と
さ
れ
ま
す
。

　

１
回
の
流
産
で
あ
れ
ば
、
原
因

を
調
べ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
２
回
以
上
、
流
産
を
繰

り
返
し
た
場
合
、
不
育
症
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
不
育
症
の
原
因

と
し
て
は
、
父
母
の
染
色
体
異
常

や
、
子
宮
形
態
異
常
、
内
分
泌
異

常
、
凝
固
異
常
、
免
疫
異
常
な
ど

　
「
家
族
に
も
、
友
人
に
も
聞
け

な
い
、
話
せ
な
い
」「
治
療
を
し

て
い
る
病
院
の
先
生
に
言
い
出
せ

な
い
」「
夫
婦
で
な
か
な
か
話
し

合
え
な
い
」「
自
分
で
も
自
分
の

気
持
ち
が
整
理
で
き
な
い
」な
ど
、

治
療
を
受
け
て
い
る
と
誰
に
も
相

談
で
き
ず
、
悩
み
を
か
か
え
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
「
不
妊
・
不
育
と
こ
こ
ろ
の

相
談
室
」
で
は
、
不
妊
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
助
産
師
、
看
護
師
、
医
師

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
電
話
や
メ
ー

ル
、
来
所
で
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
の
相

談
も
可
能
で
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
受
付
時
間　

　

・
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　

午
後
１
〜
５
時

　

・
毎
月
第
１
土
・
日
曜
日

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
、

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
原
因
を
特

定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
詳
し
く
調
べ
て
も
原
因
が

わ
か
ら
ず
、
異
常
が
見
つ
か
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
不
育
症
の
治
療

　

不
育
症
の
治
療
は
、
検
査
結
果

を
も
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
子
ど
も
家
庭
総
合
研
究
事

業
の
一
環
と
し
て
、
不
育
症
の
研

究
班
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

研
究
班
の
調
査
な
ど
に
よ
れ

ば
、
不
育
症
の
原
因
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
検
査
を
受
け
て
不
育

症
と
診
断
さ
れ
て
も
、
適
切
な
治

療
を
受
け
た
父
母
の
お
よ
そ
85
％

が
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
を
あ
き
ら
め
る
前

に
、
検
査
や
治
療
に
つ
い
て
、
産

婦
人
科
医
師
や
専
門
医
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

南瓜雑煮

南瓜雑煮は、食糧難の時
代、糖質とビタミン補給の
ため、先人の知恵から生ま
れました。あまり作られな
くなりましたが、牛窓の郷
土料理として根付いている
料理です。若い人でも「食
べたことがある」と懐かし
む人も多いです。干うどん
はそのまま入れる地区、ゆ
でてから入れる地区がある
ようです。

　塩田惠美さん（市栄養委員会牛窓支部）です

南瓜雑煮は牛窓や邑久、市内南部の畑どころの郷土
料理です。場所により「いとこ煮」と呼ぶところも
あります。カボチャは海外産のものも多く１年中店
頭で見られますが、瀬戸内市のカボチャは 6月から
8月にかけて出荷されます。収穫直後よりも１カ月
ほど置いたものの方がデンプンが糖分に分解され美
味しくなります。

咳には痰
たん

の絡んだ咳
せき

（湿性咳
がい

そう ) と乾いた咳（乾性
咳そう）があります。風邪をひいた後の咳はほとんど
湿性咳そうであり、痰が切れにくい状態のときによく
見られます。咳をすることはしんどいことであり、診
察をしていると咳止めをくださいと言われることがよ
くあります。しかし、ちょっと待ってください。咳は
痰を体外に出すための反応であり、痰の中には細菌な
ど有害な物がたくさん含まれています。咳を止めるこ
とは有害な物を体内に残すことになり、そのために病
気が長引いたり悪化したりすることがあります。炎症
を抑えたり、痰を切りやすくすることで咳は軽くなり
ます。安易に咳止めを使うことは控えましょう。（内
科医　白石高昌）
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

無理に咳を止めようとしていませんか

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

る
た
め
、
本
年
度
か
ら
不
育
治
療

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

助
成
金
の
交
付
申
請
日

　

現
在
、
妻
が
市
内
に
１
年
以
上

　

住
所
を
有
し
て
い
る
戸
籍
上
の

　

夫
婦

▽
条
件

　

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

・
生
殖
医
療
専
門
医
に
よ
り
、
不

　

育
症
と
診
断
さ
れ
、
治
療
を
受

　

け
て
い
る
こ
と

▽
助
成
金
の
額　

医
療
保
険
適
用

　

外
医
療
費
で
１
年
度
あ
た
り
30

　

万
円
を
限
度
額
と
す
る
。

▽
申
請
期
限

　

不
育
治
療
が
終
了
し
た
日
の
属

す
る
年
度
内

▽
必
要
書
類
等

　

・
不
育
治
療
費
助
成
金
交
付
申
請

　

書
兼
請
求
書

　

・
専
門
医
療
機
関
証
明
書

　

・
不
育
治
療
実
施
医
療
機
関
証
明

　

書
（
専
門
医
療
機
関
で
治
療
し

　

た
場
合
は
省
略
可
）

　

・
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等

　

・
医
療
機
関
の
発
行
す
る
領
収
書

　
（
証
）

　

・
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

◆作り方
①カボチャは皮をむき、一口大に切る。
②小麦粉は、適量の水を加え、耳たぶの硬さに
　練って団子状にする。
③少し多めの水で小豆を軟らかく煮る。
④③に水約６カップを足してかぼちゃを入れて
　火にかける。煮立ったら団子状にした小麦
　粉を入れる。
⑤干うどんを半分に折って加え、やわらかく煮る。
⑥材料が煮えたら砂糖と塩を加えて、味を整える。
※水分は好みで加減する。
※カボチャが煮えないうちに、団子とうどんを
　入れ、材料が同時に煮えるようにする。

早期発見・早期治療のために

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〒
７
０
０-

８
５
５
８

　

岡
山
市
北
区
鹿
田
町
２-

５-

１

　

岡
山
大
学
鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内

　

☎
０
８
６-

２
３
５-

６
５
４
２

　

HPhttp://www.cc.okayam
a-u.

　

ac.jp/ ~funin/index1.htm
l

 

ご
活
用
く
だ
さ
い

 

不
育
治
療
費
助
成
事
業

　

市
で
は
、
不
育
症
の
治
療
に
か

か
る
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図

◆材料（５人分）
●カボチャ（中 1/2 個 )
●小麦粉（1カップ） 
●砂糖（1カップ）

●小豆（1カップ）
●干うどん（1/2 束）
●塩（2グラム）

※干うどんのかわりにゆでめんやそうめんで
　もよい。



上小路の白壁や格子窓が残る家並み

上空から見た福岡の町並み

巻
の
七
十
八

　

今
回
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
『
播

磨
灘
物
語
』
の
冒
頭
の
舞
台
と
も

な
っ
た
、
長
船
町
福
岡
に
古
く
か

ら
残
る
備
前
福
岡
の
町
並
み
を
紹

介
し
ま
す
。

備
前
福
岡
と
は

　

備
前
福
岡
は
、
吉
井
川
の
東
岸

に
位
置
し
、「
備
前
福
岡
名
所
町
、

七
口く

ち

七
つ
井
戸
七
小こ
う
じ路
」
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
末
の

記
録
の
中
に
「
福
岡
庄
」
の
名
称

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
一い

っ
ぺ
ん
ひ
じ
り
え

遍
聖
絵
』
の
中
で
は
、
鎌

倉
時
代
中
期
の
「
福
岡
の
市
」
の

様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
絵

を
よ
く
観
察
す
る
と
、
川
の
流
れ

る
方
向
と
川
の
位
置
か
ら
吉
井
川

の
中
州
ま
た
は
東
岸
を
利
用
し
て

市
が
開
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
市
場
内
の
販
売
品
を
見

る
と
、
備
前
焼
の
大
甕
、
反
物
、

刀
剣
な
ど
様
々
な
も
の
が
露
天
に

並
べ
ら
れ
、
貨
幣
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

当
時
、
南
北
を
流
れ
る
吉
井
川

と
、
東
西
に
走
る
山
陽
道
の
結
節

点
で
、
人
・
物
・
金
の
一
大
集
積

地
と
し
て
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　

天
正
年
間
の
大
洪
水
や
、
宇
喜

多
氏
に
よ
る
岡
山
城
下
町
作
り
で

多
く
の
商
人
が
引
き
抜
か
れ
る
な

ど
し
た
た
め
、
商
業
地
と
し
て
の

備
前
福
岡
は
衰
退
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

七
小
路
と
七
つ
井
戸

　

町
並
み
の
東
側
に
は
、
応
永
10

（
１
４
０
３
）
年
創
建
で
、
境
内

に
黒
田
家
の
墓
所
と
宇
喜
多
興
家

の
墓
所
の
あ
る
妙
興
寺
が
あ
り
ま

す
。
戦
国
時
代
に
は
２
町
余
り
の

寺
域
を
持
ち
10
坊
１
院
が
建
ち
並

び
豪
壮
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
が
江

戸
時
代
の
寺
院
整
理
や
大
火
に
よ

る
焼
失
で
縮
小
し
ま
し
た
。

　

妙
興
寺
と
吉
井
川
の
間
の
南
北

に
長
い
平
地
に
町
並
み
が
あ
り
ま

す
。
吉
井
川
と
並
行
す
る
よ
う
に

東
小
路
と
上
小
路
の
２
本
の
南
北

の
道
に
、
市
場
小
路
、
下
小
路
、

横
小
路
、
後
（
渡
）
小
路
、
西
小

路
が
東
西
を
結
び
、
こ
の
７
つ
を

「
七
小
路
」
と
呼
び
、
小
さ
い
な

が
ら
も
整
然
と
し
た
町
割
が
な
さ

れ
、
横
町
、
殿
町
、
茶
屋
市
場
な

ど
の
呼
び
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
道
路
は
、
往
時
の
ま

ま
の
７
㍍
を
超
え
る
道
幅
で
残
っ

て
お
り
、
現
代
社
会
で
も
不
自
由

を
感
じ
な
い
ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
町
割
の
中
に
は
個

人
用
の
井
戸
の
ほ
か
に
周
辺
の

人
々
に
よ
っ
て
管
理
使
用
さ
れ
た

「
七
つ
井
戸
」
と
呼
ば
れ
た
共
同

井
戸
が
あ
り
、
現
在
は
４
つ
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

備
前
福
岡
郷
土
館

　

個
人
医
院
の
建
物
を
利
用
し
た

備
前
福
岡
郷
土
館
で
は
、
福
岡
周

辺
を
発
掘
調
査
し
た
と
き
に
出
土

し
た
陶
磁
器
・
瓦
の
破
片
な
ど
の

考
古
・
歴
史
関
係
の
資
料
、
古
い

医
療
関
係
の
資
料
、
日
常
生
活
用

具
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
て
『
一
遍
聖
絵
』
の
福
岡

の
市
が
描
か
れ
た
場
面
を
詳
細
に

拡
大
し
て
見
ら
れ
る
機
器
が
導
入

さ
れ
、
多
く
の
来
館
者
を
迎
え
て

い
ま
す
。

【
備
前
福
岡
郷
土
館
】

▽
開
館
日　

日
曜
日
（
年
末
年
始

　

を
除
く
）

▽
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時

▽
入
館
料　

無
料

▽
場
所　

長
船
町
福
岡
７
５
８

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
４

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　　７月 29日（金）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

BooKs

 

疑
問
や
不
安
を
解
消
す
る
機
会

 

市
民
セ
ミ
ナ
ー

　

本
年
度
新
し
く
開
講
し
た
公
民

館
講
座「
市
民
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、

市
の
各
種
制
度
、
時
事
問
題
、
文

化
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
疑
問
や
不
安
を
解
消

し
た
り
、
市
の
新
た
な
魅
力
を
発

見
す
る
機
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
22
日
（
金
）
午
前

　

10
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　
「
知
っ
て
安
心
！
介
護

　
保
険
制
度
・
介
護
予
防
に
つ
い
て
」

▽
講
師　

い
き
い
き
長
寿
課
職
員

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
登
録
料
）

▽
申
込
期
限　

７
月
19
日
（
火
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

世
界
中
の
注
目
を
集
め
た
チ
リ
の
サ
ン
ホ
セ
鉱
山
崩

落
事
故
で
の
救
出
劇
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
地
中
と

地
上
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
。
団
結
・
忍
耐
・

絆
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
事
故
前
の
鉱
山
労
働
者
の

実
態
も
含
め
時
系
列
で
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。 

チ
リ
33
人　

生
存
と
救
出
、
知
ら
れ
ざ
る

記
録　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
…
著

やくそくのどんぐり
　大門高子 …文、松永禎郎…絵

広島・長崎で被爆したのは日本人だけではなく、いま
だに原爆症に苦しんでいるのも日本人だけではない。
韓国の「ハプチョンのどんぐりの木」は広島から持ち
帰られ芽生えたもの。そこに込められた願いとやくそ
くとは。 

　

４
月
に
前
期
展
を
開
催
し
、

好
評
だ
っ
た
藤
田
桜
展
の
後
期

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

布
の
色
や
柄
を
生
か
し
て
作

り
上
げ
ら
れ
た
藤
田
氏
の
作
品

は
、
独
特
の
優
し
い
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
、
見
る
人
の
心
に
癒

し
と
感
動
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
藤
田
氏
を
講
師
に
迎

え
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
し
ま
す
の
で
、ご
家
族
そ
ろ
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
原
画
展
】

▽
期
間　

７
月
29
日
（
金
）
〜

　

８
月
４
日
（
木
）
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

▽
場
所　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
入
場
料　

無
料

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

▽
日
時　

７
月
31
日
（
日
）
午

　

後
２
時
〜
４
時

▽
場
所　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

市
内
の
子
ど
も
と
そ

　

の
保
護
者
15
組
（
先
着
）

▽
申
込
期
間　

７
月
５
日
（
火
）

　

〜
28
日
（
木
）

▽
持
ち
物　

は
さ
み
、
の
り
（
工

　

作
用
）、
ハ
ン
カ
チ
く
ら
い
の

　

大
き
さ
の
布
切
れ
（
事
前
に
ア

　

イ
ロ
ン
を
か
け
て
お
く
）

※
中
央
公
民
館
で
も
い
く
ら
か
布

　

切
れ
を
用
意
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

癒
や
し
の
ひ
と
と
き
を

 

星
座
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

　

公
民
館
講
座
「
自
然
と
暮
ら

す
」
で
は
、
花
作
り
や
山
野
草
を

求
め
て
の
散
策
な
ど
、
自
然
に
ふ

れ
、
自
然
を
生
活
に
生
か
す
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
は
、「
星
座
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
」
と
し
て
、
夏
の
星
空
観
察
を

行
い
ま
す
。
美
星
天
文
台
の
職
員

か
ら
星
や
天
体
の
話
を
聞
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。
夏
の
星
空
を
見
上

げ
て
、
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
７
月
29
日
（
金
）
午
後

　

６
時
30
分
〜

▽
場
所　

長
船
美
し
い
森

▽
講
師　

美
星
天
文
台
職
員

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
登
録
料
）

▽
申
込
期
限　

７
月
22
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

瀬
戸
内
市
立
図
書
館
特
別
企
画

布
貼
り
絵
作
家
　
藤
田
桜
展



 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
企
画
展

 

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、「
何

故
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
驚
嘆
と
感
動

を
よ
ぶ
の
か
？
〜
生き

の
芸
術
〜

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

欧
州
各
地
で
話
題
と
な
り
、
最

近
で
は
パ
リ
の
ア
ル
・
サ
ン
・
ピ

エ
ー
ル
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展

覧
会
に
も
出
品
し
た
作
家
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

　

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
は
、

既
存
の
美
術
や
文
化
潮
流
と
は
無

縁
の
文
脈
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

芸
術
作
品
の
意
味
で
、
英
語
で
は

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
と
称

さ
れ
て
い
ま
す
。
加
工
さ
れ
て
い

な
い
生
の
芸
術
で
あ
り
伝
統
や
流

行
、
教
育
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
自

身
の
内
側
か
ら
わ
き
あ
が
る
衝
動

の
ま
ま
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
以
下
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
テ
ー
マ
展

 

日
本
刀
解
体
新
書
Ⅴ

　

日
本
刀
を
鑑
賞
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
美
し
く
輝
く
刃
文
は
大
き

な
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

刃
文
以
外
に
も
、
時
代
に
よ
っ

て
変
わ
る
優
美
な
姿
や
地
域
ご
と

に
特
色
の
あ
る
地
鉄
な
ど
を
子
細

に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
刀
の

背
景
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

日
本
刀
を
鑑
賞
す
る
際
に
着
目
す

べ
き
点
な
ど
、
そ
の
見
ど
こ
ろ
の

一
端
を
紹
介
す
る
テ
ー
マ
展
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
日
本
刀
へ
の
理

解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
テ
ー
マ
展　

日
本
刀
解
体
新
書
Ⅴ
】

▽
期
間　
７
月
18
日
（
月
・
祝
）

　

ま
で

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

　

を
除
く
）
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

くらしの情報

約
制
と
し
ま
す
（
空
席
が
あ
れ
ば

当
日
で
も
乗
船
可
）。

▽
日
時　
７
月
22
日
（
金
）、
29

　
日
（
金
）、
８
月
５
日
（
金
）

　

各
回
と
も
午
後
６
時
30
分
出
発

　
（
所
要
時
間
は
約
１
時
間
30
分
）

▽
集
合
場
所

　

前
島
行
き
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

▽
参
加
費　

大
人（
中
学
生
以
上
）

　
１
、０
０
０
円
、
子
ど
も
５
０
０
円

※
小
学
生
未
満
の
子
ど
も
は
、
大

　

人
１
人
に
つ
き
１
人
ま
で
無
料

　

で
乗
船
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

牛
窓
町
緑
の
村
公
社
前
島
フ
ェ

　

リ
ー

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

４
３
５
６

 

お
越
し
く
だ
さ
い　

 

長
島
愛
生
園
納
涼
夏
ま
つ
り

　

長
島
愛
生
園
で
納
涼
夏
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め

る
催
し
物
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

８
月
２
日
（
火
）
午
後

　

６
時
〜
午
後
８
時
30
分

▽
場
所

　

長
島
愛
生
園
福
祉
会
館
前
広
場

▽
内
容

　

福
引（
小
学
生
以
下
）、盆
踊
り
、

夜
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

※
今
年
は
、
花
火
の
打
ち
上
げ
は

　

行
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

　
☎
０
８
６
９-

２
５-

１
０
３
３   

 

お
越
し
く
だ
さ
い　

 

邑
久
光
明
園
納
涼
夏
祭
り

　

邑
久
光
明
園
の
納
涼
夏
祭
り
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

８
月
４
日
（
木
）
午
後

　
５
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
同
時
刻
に

　

実
施
し
ま
す
。

▽
場
所　
邑
久
光
明
園
売
店
前
広
場

▽
内
容

　

福
引
（
空
く
じ
な
し
）、
カ
ラ

オ
ケ
、
夜
店
、
各
種
ゲ
ー
ム

※
今
年
は
、
花
火
の
打
ち
上
げ
は

　

行
い
ま
せ
ん
。

版
を
上
映
し
ま
す
。

　

貧
し
く
厳
し
い
時
代
に
生
き
た

心
温
ま
る
夫
婦
の
歩
み
と
昭
和
の

懐
か
し
い
風
景
を
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
７
月
16
日
（
土
）
午
後

　

１
時
開
場　

午
後
１
時
30
分
上

　

映
開
始

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　

４
５
０
人

▽
参
加
費　

無
料

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券

　

は
、
７
月
５
日
（
火
）
か
ら
10

　
日
（
日
）
ま
で
、
中
央
公
民
館

　

で
配
布
し
ま
す
。（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

邑
久
町
総
合
福
祉
問
題
研
究
会

　

川
﨑
さ
ん

　
☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
４
１   

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　
円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

【
関
連
行
事
】

　

・
公
開
古
式
鍛
錬

　

古
式
に
よ
る
日
本
刀
鍛
錬
風
景

を
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
10
日
（
日
）
午
前

　

11
時
〜
・
午
後
２
時
〜
（
各
１

　

時
間
）

▽
観
覧
料　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

 

障
害
の
あ
る
人
に
県
庁
舎
を
開
放

 

お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り

　

岡
山
県
で
は
、
岡
山
市
内
で
開

催
さ
れ
る
「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま

つ
り
納
涼
花
火
大
会
」
の
当
日
、

車
い
す
を
使
用
し
て
い
る
身
体
に

障
害
の
あ
る
人
を
県
庁
舎
へ
招
待

し
ま
す
。

▽
月
日　

８
月
６
日
（
土
）

▽
場
所　

県
庁
９
階
大
会
議
室

や
、
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
人
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
月
日　

７
月
９
日
（
土
）、
７

　

月
31
日（
日
）、８
月
６
日（
土
）、

　

８
月
27
日
（
土
）、
９
月
３
日

　
（
土
）

▽
時
間

　

各
回
と
も
午
前
10
時
〜
正
午

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
午
前

　

９
時
30
分
か
ら
午
前
９
時
50
分

　

の
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
場
所　

岡
山
第
２
合
同
庁
舎

　
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
１-

４-

１
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　
☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

 

涼
し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を　

 

牛
窓
夕
焼
け
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

　

牛
窓
町
緑
の
村
公
社
前
島
フ
ェ

リ
ー
で
は
、
牛
窓
夕
焼
け
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

暑
い
夏
の
夕
暮
れ
。
海
風
が
涼

し
い
船
上
で
、「
日
本
の
夕
陽
百

選
」
に
認
定
さ
れ
た
牛
窓
の
夕
日

を
見
ま
せ
ん
か
。

　

大
正
琴
の
演
奏
、
操
舵
室
の
見

学
な
ど
も
で
き
ま
す
。

　

乗
船
に
は
定
員
が
あ
る
た
め
予

　

自
由
な
発
想
と
つ
く
る
よ
ろ
こ

び
に
満
ち
た
作
品
に
は
、
人
間
の

純
粋
な
創
造
性
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
期
間　
７
月
23
日
（
土
）
〜
９

　

月
４
日
（
日
）

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
４
０
０
円
、
団

　

体
（
20
人
以
上
）
３
０
０
円
、

▽
対
象
者　

県
内
在
住
で
、
身
体

　

障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
車
い
す

　

を
使
用
し
て
い
る
人

▽
定
員　

35
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　

と
な
り
ま
す
。

※
付
き
添
い
は
２
人
ま
で
で
す
。

▽
申
込
期
限　
７
月
８
日
（
金
）

　

午
後
５
時
（
必
着
）

▽
申
込
方
法　

福
祉
課
、
保
健
福

　

祉
部
邑
久
分
室
、
牛
窓
支
所
に

　

あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
岡
山
県
障
害
福
祉

　

課
ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も
で
き

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
障
害
福
祉
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
６
２

　

HPhttp://www.pref.okayam
a.jp/

　

soshiki/detail.htm
l?lif_id=36179

 

平
和
を
仕
事
に　

 

自
衛
官
受
験
説
明
会

　

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
で

は
、
次
の
日
程
で
自
衛
官
受
験
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
衛
官
受
験
を
希
望
す
る
人

電気

「無題」（澤田真一　2006-2007年 /大西暢夫撮影）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

邑
久
光
明
園
入
所
者
自
治
会

　
☎
０
８
６
９-

２
５-

１
２
７
８   

 

ご
参
加
く
だ
さ
い　

 

牛
鬼
ま
つ
り

　

３
世
代
が
楽
し
め
る
祭
り
と
し

て
始
ま
っ
た
牛
鬼
ま
つ
り
が
今
年

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
に
足
を
運
び
、
牛
窓
の
歴

史
や
景
勝
を
歌
い
込
ん
だ
本
牛
窓

音
頭
の
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

し
て
、
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
７
月
23
日
（
土
）
午
後

　

６
時
30
分
〜

▽
場
所　

出
島
公
園（
牛
窓
町
牛
窓
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
牛
窓
体
育
館

　

で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
牛
窓
音
頭
保
存
会

　

藤
井
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
７

 

上
映
し
ま
す　

 「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
映
画
版

　

邑
久
町
総
合
福
祉
問
題
研
究
会

で
は
、「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
映
画



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 7 月 19 日（火） 平成23年 2月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 7 月 20 日（水） 平成22年 10月生

1 歳６カ月児健診 7 月 13 日（水） 平成21年 12月生
2 歳児健診 7 月 14 日（木） 平成21年 3月生

3 歳児健診 7 月 27 日（水） 平成20年 1月生

子どもの健診

人の動き《平成 23 年６月 1 日現在》

人口 ３９，２６４人 （－３９）
男 １８，７２１人  （＋　３）
女 ２０，５４３人 （－４２）
世帯 　１４，６５２世帯 （－２１）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2011　July
7

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

７月納期の市税・保険料

くらしの情報

　固定資産税【２期】

※納付期限は８月１日（月）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

●行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
●心配ごと相談（内容はどんな相談でも OK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
●なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
●住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
●消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
◇育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
◇離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
◇こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
◇精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
◇乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
○身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日は別途お知らせ）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

各種相談

生活習慣病教室

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　７月 27 日（水）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「心不全について」

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

介護教室

　邑久在宅介護支援センターでは、在宅介護に関する総合的な
相談に応じています。また、介護教室などを開催しています。

▽日時・場所
①７月 12 日（火）　午前 10 時～午前 11 時 30 分　裳掛コミュニティセンター
②７月 12 日（火）　午後１時 30 分～午後３時　中央公民館　

▽テーマ　「脳の活性化体操」

▽講師　山本早紀氏（淳風会健康管理センター・健康運動指導士）

▽参加費　無料
■問い合わせ先
　邑久在宅介護支援センター　☎０８６９- ２２ - ９５０３

骨骨健康貯筋クラス

　瀬戸内市体育協会では、アクアビクス・アクアウォーキング
などで楽しく体を動かす教室を開催します。

▽日時　７月６日（水）　午前９時 30 分～午前 11 時

▽場所　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

▽参加費　1回 300 円（年間会員は 3,000 円）
■問い合わせ先
　瀬戸内市体育協会　☎０８６９- ２２ - ２２１１

献血バス巡回

　医学が進歩した現在においても、輸血用血液は人工的に作る
ことができず、大変不足しています。ご協力をお願いします。

▽日時・場所
①７月 11 日（月）　午前９時 30 分～午後４時　瀬戸内市役所
②７月 26 日（火）　午前 10 時～正午、午後１～４時　ゆめトピア長船
③７月 28 日（木）　午前 10 時 30 分～正午　牛窓支所

▽対象者　16 ～ 69 歳の人
※ 65 歳以上の人の献血については、　60 ～ 64 歳の間に献血経
　験のある人のみが対象です。

▽持ってくるもの
　身分証明書（運転免許証など）
※以前献血をした人は献血カード （手帳）を持参してください。
　なくてもかまいません。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

6/26 6/27 6/28 6/29 6/30 1 2
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

3
体協　瀬戸内市ソフトテ
ニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニス
　コート
体協　瀬戸内市夏季ソフ
トバレーボール大会
　9：00 ～
　牛窓中学校体育館

4 5
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

6
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

7
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

8  
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

9
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　ソフトバレーボー
ルリーグ戦
　19：00 ～
　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター
　アリーナ
※毎週土曜日（30 日まで）

10
体協　歩こう会　
　美和神社コース
　8：30 ゆめトピア長船集合
体協　瀬戸内市バドミン
トン大会　9：00 ～
　邑久中学校体育館
体協　瀬戸内市陸上競技
記録会　8：30 ～
　岡山市神崎山陸上競技場
体協　瀬戸内市卓球大会
（前期）　9：00 ～
　長船スポーツ公園体育館

11
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

12
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

13
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

14
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

15 16
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

17 18　 19  20
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル
●住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

21  22
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
◇離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

23

24 25
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

26
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル
◇育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船

27
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

28
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

29
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

30

31 8/1 8/2 8/3
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

8/4
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

8/5 8/6



投稿お待ちしています

①１歳の赤ちゃんの写真
　両親の名前、赤ちゃんの生年月
日、両親からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

わが家の宝１歳です！
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藤
井　

留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

蛍
追
う
短
い
生
命
痛
む
胸

　
　
　
　

谷
口　

正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

山
々
は
青
葉
若
葉
の
日
の
光

　
　
　
　

堤　
　

明
子
（
長
船
町
磯
上
）

新
涼
や
共
に
健
や
か
遠
会
釈

　
　
　
　

吉
川　

孝
夫
（
牛
窓
町
牛
窓
）

短
歌

語
る
こ
と
出
来
ぬ
被
災
の
衝
撃
受
け

癒
す
す
べ
な
く
胸
を
抱
き
し
む

　
　
　
　

片
島　

秋
月
（
長
船
町
福
岡
）

今
宵
ま
た
た
っ
た
二
人
の
娘こ

を
思
い

墨
濃
き
字
の
手
紙
を
送
る

　
　
　
　

片
島
智
恵
子
（
長
船
町
福
岡
）

「
鍾

し
ょ
う

魂
之
碑
」
遺
族
の
欄
に
吾
が
名
あ
り

夫つ
ま

の
呼
び
合
ひ
し
友
の
名
続
く

　
　
　
　

上
山　

幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

終
戦
前
住
み
し
大
連
に
再
訪
の

願
い
叶
わ
ず
夫
は
逝
き
た
り

　
　
　
　

朝
霧　

好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

鳥
を
背
に
水
面
を
す
べ
る
白
い
帆
を

友
と
目
で
追
ふ
浜
辺
の
散
歩
路

　
　
　
　

竹
内　

和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

添
う
夫ひ

と

も
添
わ
れ
る
女ひ

と

も
哀
れ
な
る

人
運さ

だ

め命
と
て
耐
え
抜
か
ん

　
　
　
　

近
藤
恵
美
子
（
邑
久
町
福
山
）

▼
日
差
し
が
あ
っ
ち
か
ら
で
、
イ
ベ
ン

ト
の
段
取
り
は
こ
う
だ
か
ら
…
フ
ム
フ

ム
、
こ
こ
し
か
な
い
。
▼
混
み
合
う
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
、
プ
ロ
ア
マ
先
輩
カ
メ

ラ
マ
ン
の
隙
間
に
自
分
の
場
所
を
決
め

ま
す
。
い
ざ
撮
影
が
始
ま
る
と
、
一
斉

に
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
響
き
カ
メ
ラ
同
士

が
ぶ
つ
か
る
ほ
ど
白
熱
し
ま
す
。
ナ
ガ

▼
半
年
ほ
ど
前
に
、
歩
数
計
を
買
い
ま

し
た
。
目
標
歩
数
を
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
て
、結
果
も
一
目
で
わ
か
る
の
で
、

す
ぐ
に
夢
中
に
。
▼
と
こ
ろ
が
、先
日
、

そ
の
歩
数
計
を
な
く
し
、
さ
ら
に
は
雨

の
日
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
や
る
気

が
半
減
。梅
雨
が
明
け
た
ら
気
分
一
新
、

も
う
一
度
始
め
よ
う
か
な
。　

よ
し
こ

市民ギャラリー

▲

山
本
敏
子
さ
ん

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　

Ryouma
 平成 21年 10月５日生まれ

松原愛
あ い な

奈ちゃん
お住まい　長船町土師
ご両親　健二・加代さんから
元気いっぱい、わんぱく愛奈♪
毎日、たくさんの笑顔と幸せを
ありがとう。
優しい子になってネ┃

岡田穂
ほ の か

香ちゃん
お住まい　邑久町大富
ご両親　良幸・麻衣さんから
笑顔がとっても可愛い
ほのちゃん。
その笑顔にいつも癒されて
います。
いつまでもお兄ちゃんたちと
仲良くね┏ Honoka

 平成 21 年７月 17 日生まれ

安達稜
りょうま

馬ちゃん
お住まい　長船町土師
ご両親　啓示・寧子さんから
いたずら好きなわが家の天
使、稜馬くん☆
あなたの笑顔に、みんな癒さ
れてます♪
優しい男の子になってね！！ Aina

 平成 21年 11月 12日生まれ

撮影者　気まぐれカメラマン

撮影場所　長船町土師　撮影日　４月 10 日

題名　春の陽気に誘われて

瀬戸内写真館

せとうち村塾・市民大学講座学講座

    けいじばん
けいじばん

　せとうち村塾の市民大学講座が次の日程で開催されます。

　潮が引いたときにどんな生物が見られるかを知り、このような生
物が生きられる環境について考えてみませんか。

▽日時　８月６日（土）　午前９時～午後０時 30 分（午前８時 20
　分受付開始）
※少雨決行、雨天の場合は室内での観察会を行います。

▽集合場所　岡山県農林水産総合センター水産研究所（瀬戸内市牛
　窓町鹿忍 6641- 6、西脇海水浴場東詰）

▽対象者　瀬戸内市または岡山市に在住の人（小学生は保護者同伴）

▽定員　50 人程度（先着順）

▽参加費　１家族につき５００円（資料代、保険代など）

▽申込方法　往復はがきに住所、電話番号、参加者全員の氏名、年
　齢を明記の上、７月 15 日（金）までに郵送で申し込んでください。
■問い合わせ・申込先
　今吉勝正さん
　〒７０１－４２４６
　瀬戸内市邑久町山田庄１４７－３３
　☎０８０-３８８８ - ８５０２

　遠浅の海に群生し、多様な海洋生物の産卵や生育の場になるアマ
モを通じて、海の再生について考えてみませんか。

▽日時　７月 10 日（日）　午後１時 30 分～午後４時

▽講師　福田富男氏（吉備国際大学短期大学部講師）

▽場所　中央公民館

▽参加費　５００円
■問い合わせ先
　今吉勝正さん　☎０８０-３８８８ - ８５０２

　海のゆりかご　竜宮の乙姫の元結の切りはずし

　親子で学ぶ瀬戸内海の環境と生物
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